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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】モバイル端末における高度なリアルタイムＩＰ
通信の方法及びシステムを提供する。
【解決手段】ＶｏＩＰ（Voice　over　Internet　Proto
col）呼、レガシ回線呼を生成し、ＬＴＥ（Long　Term
　Evolution）モデム及びレガシモデムの両方のモデム
を備えたモバイル端末でＬＴＥモデム又はレガシモデム
を介してＳＭＳ（Short　Message　Service）を送信／
受信する。さらに、ＲＣＳ（Rich　Communications　Se
rvices）機能の可能なモバイル端末において無線を動的
に選択する。ＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol
　module）スタック機能をモバイル端末にある異なるプ
ロセッサに渡り分散させ、異なるネットワークインタフ
ェースへ向ける。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＴＥ（LongTermEvolution）モデム又はレガシモデムを用いてＶｏＩＰ（Voice　over
　Internet　Protocol）呼、レガシ回線呼を生成し及びＳＭＳ（Short　Message　Servic
e）を送信／受信し、ＬＴＥモデムとレガシモデムの両方を備えたモバイル端末でＬＴＥ
モデムとレガシモデムの間で切り替え、並びに該モバイル端末にある既存のアプリケーシ
ョンを用いて全てのレガシモデム機能を提供する方法であって、
　ＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol）モジュール及び制御／状態モジュール（Ｃ
ＳＭ）サブシステムが、ＬＴＥプロセッサで、ＶｏＩＰ呼を生成し、ＳＭＳｏＩＰ（SMS
　over　Internet　Protocol）を送信／受信するステップ、
　コマンドハンドラモジュールが、音声及びＳＭＳメッセージをモデムドライバからＳＩ
Ｐ／ＣＳＭへリダイレクトし、全ての他のメッセージを前記レガシモデムに直接渡すステ
ップ、
　ＣＳＭモジュールが、ネットワーク又は前記モバイル端末により設定された無線ポリシ
に基づき、前記呼又はＳＭＳが前記ＳＩＰモジュール及び必要に応じて音声エンジンによ
り処理されるか、又は前記レガシモデムに渡され前記レガシモデムに埋め込まれた音声ア
ルゴリズムにより処理されるかを決定するステップ、
　コマンドハンドラモジュールが、音声及びＳＭＳメッセージを、前記レガシモデムから
前記ＳＩＰ／ＣＳＭへリダイレクトし、全ての他のメッセージを前記モデムドライバへと
通過させるステップ、
　を有する方法。
【請求項２】
　前記モバイル端末又は前記ネットワークのオペレータにより、機能毎に、前記モバイル
端末上のＲＣＳ（Rich　Communications　Services）のための無線ポリシを選択するステ
ップ、
　各ＲＣＳ機能のためにどのネットワークインタフェースを用いるかを決定するステップ
であって、無線ポリシマネジャ（ＲＰＭ）を前記ネットワーク又は前記モバイル端末にア
クセス可能にすることにより該決定を行うためのパラメータ又はルールを設定する、ステ
ップ、
　を更に有する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＲＣＳ（Rich　Communications　Services）の可能なモバイル端末内のネットワークイ
ンタフェースである、ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）モデム、レガシモデム及び代替
ネットワークインタフェースの動的選択のための方法であって、
　前記モバイル端末のＬＴＥプロセッサにある無線ポリシマネジャ（ＲＰＭ）が、通信機
能毎に用いるべきネットワークインタフェースを選択するステップ、
　決定を行うためのパラメータ又はルールを設定するために、前記ＲＰＭをネットワーク
オペレータ又は前記モバイル端末にアクセス可能にするステップ、
　を有する方法。
【請求項４】
　モバイル端末上のＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol）モジュールのセッション
を単一の認可されたＳＩＰコネクションを用いて異なる対応するネットワークインタフェ
ースへ向けさせる方法であって、
　ＳＩＰスタックとＬＴＥ（Long　Term　Evolution）モデム又は任意の他の代替ネット
ワークインタフェースとの間にあるｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）が、前記モバイル端
末又は対応する無線ネットワークのオペレータにより選択された無線ポリシに従って全て
のＳＩＰパケットをリダイレクトする仮想ネットワークインタフェースを提供するステッ
プ、
　を有する方法。
【請求項５】
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　通常はＶｏＬＴＥ（Voice-over-Long-Term　Evolution）の可能なＬＴＥ（Long　Term
　Evolution）プロセッサを通るリアルタイムＩＰ（InternetProtocol）通信のＩＰパケ
ットトラフィックを、別のＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol）モジュールスタッ
ク及び前記ＬＴＥプロセッサの外部の関連ソフトウェアを複製することなく、代替ネット
ワークインタフェースへリダイレクトする方法であって、
　ｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）モジュールを前記ＳＩＰモジュールスタックと前記Ｖ
ｏＩＰの可能なＬＴＥプロセッサの間に挿入するステップであって、前記ＶＰＲモジュー
ルは、通常はＬＴＥモデムを介して送信される全てのＩＰパケットを、プロセッサ間通信
メカニズムを用いて代替ネットワークインタフェースデーモンへリダイレクトする、ステ
ップ、
　前記代替ネットワークインタフェースデーモンが、前記代替ネットワークインタフェー
スデーモンにより確立したネットワークコネクションを維持するために、サブシステムと
接続し、前記代替ネットワークインタフェースデーモンにより確立したネットワークコネ
クションを介してＩＰパケットトラフィックを送信／受信するステップ、
　を有し、
　全ての前記ＩＰパケットトラフィックは、ＶｏＬＴＥ伝送に用いられるのと実質的に同
じ認可されたＳＩＰコネクションを通過する、方法。
【請求項６】
　ビデオパケットがＬＴＥモデムを介して伝送されるとき、ビデオコーデック機能を実行
するアプリケーションプロセッサにより生成され及び／又は消費されるビデオパケットを
、モバイル端末のＬＴＥ（Long　Term　Evolution）プロセッサへリダイレクトする方法
であって、
　前記アプリケーションプロセッサで動作するビデオエンジンが、ビデオパケットを前記
ＬＴＥプロセッサへ／から送信及び受信するステップ、
　前記ＬＴＥプロセッサのｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）モジュールが、ＬＴＥビデオ
ベアラチャネルへのアクセスを要求するステップ、
　プロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズムを用いて、前記ビデオエンジンと前記ＶＰＲと
の間でビデオパケットを交換するステップ、
　を有する方法。
【請求項７】
　ビデオパケットが代替ネットワークインタフェースを介して伝送されるとき、前記方法
は、
　制御／状態モジュール（ＣＳＭ）が、無線ポリシマネジャ（ＲＰＭ）を用いて、ビデオ
パケット及び制御パケットにより用いられるよう前記代替ネットワークインタフェースを
設定するステップ、
　どの代替ネットワークインタフェースがビデオパケットのために用いられるかを制御す
るＣＳＭにより、ＶＰＲを通じてビデオパケットを転送するステップ、
　ビデオパケットが前記代替ネットワークインタフェースを介して送信されるとき、前記
ＶＰＲが、ビデオパケットを代替ネットワークインタフェースデーモンへリダイレクトす
るステップ、
　を更に有する請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　制御／状態モジュール（ＣＳＭ）モジュールにより無線ポリシマネジャ（ＲＰＭ）を用
いて決定されたように、代替ネットワークインタフェースデーモン又はＬＴＥモデムへビ
デオパケットをリダイレクトするビデオパケットリダイレクタ、
　を更に有する請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　モバイル端末のアプリケーションプロセッサのビデオデータをＬＴＥ（Long　Term　Ev
olution）プロセッサの音声データと同期させる方法であって、前記ＬＴＥプロセッサは
、ＶｏＩＰ（Voice-over-Internet-Protocol）又はＶｏＬＴＥ（Voice　over　Long　Ter
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m　Evolution）のために利用可能であり、前記方法は、
　前記ＬＴＥプロセッサの音声エンジンと前記アプリケーションプロセッサのビデオエン
ジンとの間で、前記ビデオエンジンと前記音声エンジンとの間のプロセッサ間通信（ＩＰ
Ｃ）メカニズムを用いて、同期情報を交換するステップであって、前記ビデオエンジン及
び前記音声エンジンにそれらの個々の復号化レートを管理させて音声とビデオが同期する
ようにする、ステップ、
　を有する方法。
【請求項１０】
　モバイル端末に対して単一の認可されたＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol）コ
ネクションを維持しながら、ＳＩＰ機能を異なるプロセッサに渡って分散させる方法であ
って、
　前記モバイル端末のプロセッサにｖポートリダイレクタモジュール（ＶＰＲ）を設ける
ステップ、
　前記プロセッサにあるＳＩＰモジュールが、前記ＶＰＲモジュールに、ＩＭＳ（Intern
et　Protocol　Multimedia　Subsystem）コアへのＳＩＰコネクションを開くよう要求す
るステップ、
　前記ＳＩＰモジュールが、ＶＰＲモジュールコネクションを用いて、前記ＩＭＳコアに
登録するステップ、
　前記ＶＰＲモジュールが、前記モバイル端末内の異なるプロセッサにある他のＳＩＰモ
ジュールが前記ＩＭＳコアへの同じＶＰＲモジュールコネクションを使用することを許可
するステップ、
　を有する方法。
【請求項１１】
　前記ＶＰＲモジュールが、ＳＩＰパケット毎に対応するＳＩＰモジュールを決定するた
めに、前記ＩＭＳコアから来るＳＩＰパケットを調べるステップ、
　前記ＶＰＲモジュールが、前記ＳＩＰパケットを前記対応するＳＩＰモジュールへ転送
するステップ、
　を更に有する請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＶＰＲモジュールが、音声及びビデオ呼セッションに関連するＳＩＰパケットを、
前記プロセッサにある第１のＳＩＰモジュールへ転送し、全ての他のパケットを前記モバ
イル端末のアプリケーションプロセッサで動作するプロトコルアクセラレータモジュール
へ転送するステップ、
　を更に有する請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＶＰＲモジュールが、ＭＳＲＰ（Message　Session　Relay　Protocol）処理を必
要とする全てのメッセージを１つのプロセッサにあるＭＳＲＰスタックへ転送し、全ての
他のＳＩＰメッセージを別のプロセッサにあるＳＩＰスタックへ転送するステップ、
　を更に有する請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）プロセッサ内のＳＩＰ（Session　Initiation　Prot
ocol）により確立されたＩＰ（Internet　Protocol）コネクションを用いて、前記ＬＴＥ
プロセッサを備えたモバイル端末でＲＣＳ（Rich　Communications　Services）機能を実
施する方法であって、
　前記モバイル端末のアプリケーションプロセッサにプロトコルアクセラレータを設けて
ＳＩＰ機能を提供するステップ、
　制御／状態モジュール（ＣＳＭ）が、前記ＬＴＥプロセッサ内の前記ＳＩＰモジュール
により実行されるべきＳＩＰ機能及び前記プロトコルアクセラレータで実施されるべきＳ
ＩＰ機能を決定し、その決定に従って、前記ＬＴＥプロセッサ内のｖポートリダイレクタ
モジュールを介するＲＣＳデータを、前記プロトコルアクセラレータ又は前記ＬＴＥプロ
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セッサ内の前記ＳＩＰモジュールへ転送するステップ、
　を有し、
　前記ＬＴＥプロセッサ内の前記ＳＩＰモジュールで実行される必要のあるＳＩＰ機能は
、前記ＬＴＥプロセッサ内の前記ＳＩＰモジュールへ転送され、ＶｏＩＰ（Voice-over-I
nternet-Protocol）及びＳＭＳ（Short　Message　Service）について、前記ＬＴＥプロ
セッサ内の前記ＳＩＰモジュールにより確立された同じ認可されたＳＩＰコネクションを
介してＲＣＳデータが送信されるようにする、方法。
【請求項１５】
　前記ＣＳＭが、前記ＬＴＥプロセッサ内の前記ＳＩＰモジュールにより実行されるべき
ＳＩＰ機能及び前記プロトコルアクセラレータで実施されるべきＳＩＰ機能を決定するス
テップであって、該決定は、ＭＳＲＰ（Message　Session　Relay　Protocol）機能を含
む前記ＳＩＰ機能により必要とされるメモリ量、前記アプリケーションプロセッサ若しく
は前記ＬＴＥプロセッサで利用可能なメモリ量、前記モバイル端末の前記アプリケーショ
ンプロセッサ若しくはＬＴＥプロセッサで利用可能なＣＰＵの量、のうちのいずれか１つ
又は任意の組合せに従う、ステップ、
　を更に有する請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記アプリケーションプロセッサにある前記プロトコルアクセラレータでＭＳＲＰ（Me
ssage　Session　Relay　Protocol）のみを実施するステップ、
　前記ＬＴＥプロセッサ内の前記ＶＰＲモジュールが、ＭＳＲＰプロトコルを必要とする
全てのメッセージを前記プロトコルアクセラレータへ転送し、全ての他のＳＩＰメッセー
ジを前記ＬＴＥプロセッサ内の前記ＳＩＰモジュールへ転送するステップ、
　を更に有する請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）プロセッサを備えたモバイル端末のＲＣＳ（Rich　C
ommunication　Services）機能が、ＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol）プロトコ
ル機能が前記ＬＴＥプロセッサ内に埋め込まれたＳＩＰスタックの外部で実行されること
を要求するとき、二重問題を回避する方法であって、
　前記ＬＴＥプロセッサが、ネットワークに登録し、ＶｏＩＰ（Voice-over-Internet-Pr
otocol）及びＳＭＳｏＩＰ（Short　Message　Service　over　Internet　Protocol）の
ためにＩＭＳ（Internet　Protocol　Multimedia　Subsystem）コアへの認可されたＳＩ
Ｐコネクションを確立するステップ、
　アプリケーションプロセッサにあるプロトコルアクセラレータにより処理され且つＬＴ
Ｅモデムを通じて送信されるべき、後続のＲＣＳ機能のための全てのＩＰ（Internet　Pr
otocol）パケットを、前記ＩＭＳコアへの単一の認可されたＳＩＰコネクションを維持す
る前記ＬＴＥプロセッサのｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）を通じて転送するステップ、
　前記ＩＭＳコアから入来し、前記認可されたＳＩＰコネクションを介して前記ＬＴＥモ
デムを経由して前記ＶＰＲを通じて受信されるパケットを、必要に応じて、前記ＬＴＥプ
ロセッサに埋め込まれたＳＩＰスタックへ又は前記モバイル端末のアプリケーションプロ
セッサ内のプロトコルアクセラレータへ転送するステップ、
　を有する方法。
【請求項１８】
　前記ＬＴＥプロセッサは、ＶｏＬＴＥ（Voice-over-Long-Term-Evolution）の準備が整
い、埋め込みＳＩＰサブシステムを有し、前記方法は、
　ＲＣＳパケットがＬＴＥネットワークインタフェースに加えて代替ネットワークインタ
フェースを介して送信されるとき、前記ＶＰＲが、プロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズ
ムを介して、変更後のＲＣＳパケットを前記アプリケーションプロセッサ内の前記代替ネ
ットワークインタフェースデーモンへ再転送し、単一の認可されたコネクションを維持し
ながら、前記代替ネットワークインタフェースを介してＲＣＳパケットを送信するステッ
プ、
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　を有する請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＬＴＥプロセッサは、ＶｏＬＴＥ（Voice-over-Long-Term-Evolution）の準備が整
い、埋め込みＳＩＰサブシステムを有し、前記方法は、
　ＲＣＳパケットがＬＴＥ無線に加えて代替ネットワークインタフェースを介して送信さ
れるとき、前記アプリケーションプロセッサの前記プロトコルアクセラレータを用いて前
記アプリケーションプロセッサの全てのＳＩＰメッセージを処理し、前記ＲＣＳパケット
を前記アプリケーションプロセッサ内の前記代替ネットワークインタフェースデーモンへ
転送するステップであって、前記ＲＣＳパケットが前記代替ネットワークインタフェース
を介して、単一の認可されたコネクションを介して、及び前記アプリケーションプロセッ
サと前記ＬＴＥプロセッサとの間で特別なデータ交換を有しないで送信できるようにする
、ステップ、
　を更に有する請求項１７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、標準ＲＣＳ、ＩＲ．９２、ＩＲ．９４及びＩＭＳ（Internet　Protocol　Mu
ltimedia　Subsystem）を利用して、ＲＣＳ（Rich　Communications　Services）機能を
、特にスマートフォン及びタブレットコンピュータのようなクライアント装置に統合する
ための枠組み及びアーキテクチャに関する。
【０００２】
　ＲＣＳは、音声及びＳＭＳ（Short　Message　Service）のようなレガシ機能に対応し
ながら、音声、ビデオ、メッセージング、プレゼンス、能力、コンテンツ共有、及び他の
形式の通信を含む、同時使用可能な収束した豊かな通信経験を提供するモバイルアプリケ
ーション及びサービスを定めるＧＳＭＡ（Global　System　for　Mobile　Communication
s　Association）イニシアチブである。
【０００３】
　ＩＰマルチメディアサブシステム又はＩＭＳは、モバイル及び固定マルチメディアサー
ビスを提供したいと望む電気通信オペレータのための標準化された次世代ネットワーク（
ＮＧＮ）アーキテクチャである。ＩＭＳは、ＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol）
の３ＧＰＰ（３rd　Generation　Partnership　Project）により標準化された実装に基づ
くＶｏＩＰ（Voice-over-IP）実装を用い、標準的なＩＰ（Internet　Protocol）上で動
作する。既存の電話システム、パケット及び交換の両者がサポートされる。
【０００４】
　ＧＳＭＡ（GSM　Association）は、工業基準ＩＲ．９２「IMS　Profile　for　Voice　
and　SMS」、及びビデオを追加するためにＩＲ．９４を定めている。これら２つの工業基
準は、参照することにより本願明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００５】
　標準的なモバイル端末（電話機、装置）のコアは、モデム（ＬＴＥ（Long　Term　Evol
ution）、３Ｇ（Third　Generation）又はＬＴＥと３Ｇの両方の組合せ）及びアプリケー
ションプロセッサを有する。３Ｇモデムは、ＧＳＭ（登録商標）（Global　System　for
　Mobile　Communications）モデム又はＣＤＭＡ（Code　Division　Multiple　Access）
モデムを有する。モバイル端末のユーザ制御は、アプリケーションプロセッサで動作する
ソフトウェアにより提供される。アプリケーションプロセッサ上のソフトウェアによるモ
デムの制御は、伝統的に「ＡＴ」コマンドストリングを通じて実行される。例えば、電話
番号１-８０５-５５５-１２１２をダイヤルするために、アプリケーションは、モデムに
文字列「ATD　１８０５５５５１２１２」を送信する。この文字列は、モデムに回線交換
呼ＧＳＭ（登録商標）（Global　System　for　Mobile　Communications）又はＣＤＭＡ
（Code　Division　Multiple　Access）を開始するよう指示する。
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【０００６】
　図１を参照すると、モデム端末１００内のアプリケーションプロセッサ１１０の標準的
なソフトウェアアーキテクチャを示す。アプリケーションプロセッサ１１０により実行さ
れるソフトウェアアーキテクチャは、電話ダイヤラ１２０、ＳＭＳ（Short　Message　Se
rvice）アプリケーション１１５、電話マネジャ１３０、ＳＭＳマネジャ１２５、無線イ
ンタフェース層（ＲＩＬ）１０１、モデム１６０を動作するためのモデムドライバ１０４
を有する。
【０００７】
　例として、ユーザが、電話ダイヤラ１２０又はＳＭＳアプリケーション１１５プログラ
ムを介して発呼するとき又はＳＭＳを送信するとき、電話マネジャ１３０は、無線インタ
フェース層１０１にコマンドを発行する。無線インタフェース層１０１は、そのコマンド
をＡＴコマンドに変換する。ＲＩＬ１０１は、そのメッセージをモデムドライバ１０４へ
直接渡し、又は文字列を処理し、モデムドライバ１０４に異なるメッセージを供給して、
所要のモデム１６０の機能に影響を与える。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、モバイル端末における高度なリアルタイムＩＰ通信の方法及びシステムを提
供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　ＶｏＩＰ（Voice　over　Internet　Protocol）呼、レガシ回線呼を生成し、ＬＴＥ（L
ong　Term　Evolution）モデム及びレガシモデムの両方のモデムを備えたモバイル端末で
ＬＴＥモデム又はレガシモデムを介してＳＭＳ（Short　Message　Service）を送信／受
信し、ＬＴＥモデムとレガシモデムとの間で切り替え、モバイル端末にある既存のアプリ
ケーションを用いて全てのレガシモデム機能を提供する方法が開示される。ＳＩＰ（Sess
ion　Initiation　Protocol　module）及びＣＳＭ（制御／状態モジュール）サブシステ
ムは、ＶｏＩＰ呼を生成し、ＬＴＥモデムを用いてＩＰを介してＳＭＳを送信／受信する
（SMS　over　Internet　Protocol：ＳＭＳｏＩＰ）。コマンドハンドラモジュールは、
音声及びＳＭＳメッセージをモデムドライバからＳＩＰ／ＣＳＭへ向け、全ての他のメッ
セージはレガシモデムに直接渡される。ネットワーク又はモバイル端末により設定された
無線ポリシに基づき、ＣＳＭモジュールは、呼又はＳＭＳがＳＩＰモジュール及び（必要
に応じて）音声エンジンにより処理されるのかレガシモデムに渡されるのかを決定する。
コマンドハンドラモジュールは、音声及びＳＭＳメッセージをレガシモデムからＳＩＰ／
ＣＳＭへ向け、全ての他のメッセージは、モデムドライバを通過させられる。
【００１０】
　ＲＣＳ（Rich　Communications　Services）、ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）、レ
ガシモデム及び代替ネットワークインタフェースの可能なモバイル端末において無線を動
的に選択する方法も開示される。モバイル端末のＬＴＥプロセッサにある無線ポリシマネ
ジャ（ＲＰＭ）は、通信機能毎に使用すべき無線又はネットワークを選択する。ＲＰＭは
、決定を行うためのパラメータ又はルールを設定するためにネットワークオペレータ又は
モバイル端末にアクセス可能である。
【００１１】
　モバイル端末のＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol　module）スタック機能を、
単一の認可されたＳＩＰコネクションを用いて、異なるネットワークインタフェースへ向
けるための方法が開示される。ＳＩＰスタックとＬＴＥ（Long　Term　Evolution）ネッ
トワークインタフェース又は任意の他の代替ネットワークインタフェースとの間にあるｖ
ポートリダイレクタ（ＶＰＲ）モジュールは、モバイル端末又は対応する無線ネットワー
クのオペレータにより選択された無線ポリシに従って全てのＳＩＰパケットをリダイレク
トする仮想ネットワークインタフェースを提供する。
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【００１２】
　モバイル端末のリアルタイムＩＰ（Internet　Protocol）通信のＩＰパケットトラフィ
ックをリダイレクトする方法であって、該ＩＰパケットトラフィックは、通常は、別のＳ
ＩＰ（Session　Initiation　Protocol　module）スタック及びＬＴＥプロセッサ外部の
関連ソフトウェアを複製することなくＶｏＬＴＥ（Voice-over-Long-Term　Evolution）
の可能なＬＴＥプロセッサを通り代替ネットワークインタフェースへと通過する、方法が
開示される。ｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）モジュールは、ＳＩＰスタックとＶｏＬＴ
Ｅの可能なＬＴＥプロセッサとの間に挿入され、通常はＬＴＥモデムを介して代替ネット
ワークインタフェースデーモンへ送信される全てのＩＰパケットをプロセッサ間通信（Ｉ
ＰＣ）メカニズムを用いてリダイレクトする。代替ネットワークインタフェースデーモン
は、サブシステムと接続して代替ネットワークインタフェースデーモンにより確立したネ
ットワークコネクションを維持し、代替ネットワークインタフェースデーモンにより確立
したネットワークコネクションを介してＩＰパケットトラフィックを送信／受信する。全
てのＳＩＰパケットトラフィックは、ＶｏＬＴＥ送信のために用いられるのと実質的に同
じ認可されたＳＩＰコネクションを通過する。
【００１３】
　ビデオパケットがＬＴＥモデムを介して伝送されるとき、ビデオコーデック機能を実行
するアプリケーションプロセッサにより生成され及び／又は消費されるビデオパケットを
、モバイル端末のＬＴＥ（Long　Term　Evolution）プロセッサへリダイレクトする方法
が開示される。アプリケーションプロセッサで動作するビデオエンジンは、ＬＴＥモデム
へ／からビデオパケットを送信及び受信する。ＬＴＥプロセッサのｖポートリダイレクタ
（ＶＰＲ）モジュールは、ＬＴＥビデオベアラチャネルへのアクセスを要求する。ビデオ
パケットは、プロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズムを用いてビデオエンジンとＶＰＲと
の間で交換される。
【００１４】
　モバイル端末上のアプリケーションプロセッサのビデオデータをＶｏＩＰ（Voice-over
-Internet-Protocol）又はＶｏＬＴＥ（Voice　over　Long　Term　Evolution）に使用可
能なＬＴＥ（Long　Term　Evolution）プロセッサの音声データと同期させる方法が開示
される。同期情報は、ＬＴＥプロセッサの音声エンジンとアプリケーションプロセッサの
ビデオエンジンとの間で、プロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズムを用いて交換される。
ＩＰＣメカニズムは、ビデオエンジンと音声エンジンとの間にあり、ビデオエンジン及び
音声エンジンにそれら個々の復号化レートを管理させ、音声及びビデオが同期されるよう
にする。
【００１５】
　ＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol）機能を異なるプロセッサに渡って分散させ
、その間、モバイル端末に対して単一の認可されたＳＩＰコネクションを維持する方法が
開示される。ｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）モジュールは、モバイル端末のＬＴＥプロ
セッサに設けられる。ＬＴＥプロセッサのＳＩＰモジュールは、ＶＰＲモジュールに、Ｉ
Ｐマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）コアへのＳＩＰコネクションを開くよう要求す
る。ＳＩＰモジュールは、ＶＰＲモジュールコネクションを用いてＩＭＳコアに登録する
。ＶＰＲモジュールは、モバイル端末内の他のＳＩＰモジュールがＩＭＳコアへのＶＰＲ
モジュールコネクションを使用することを許可する。
【００１６】
　ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）プロセッサを備えたモバイル端末で、ＬＴＥプロセ
ッサ内のＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol）により確立されたＩＰ（Internet　P
rotocol）コネクションを用いてＲＣＳ（Rich　Communications　Services）機能を実施
する方法が開示される。プロトコルアクセラレータは、モバイル端末のアプリケーション
プロセッサに実装され、ＳＩＰ機能を提供する。制御／状態モジュール（ＣＳＭ）は、Ｌ
ＴＥプロセッサ内のＳＩＰモジュールにより実行されるべきＳＩＰ機能及びプロトコルア
クセラレータで実施されるべきＳＩＰ機能を決定し、その決定に従って、ＬＴＥプロセッ
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サ内のｖポートリダイレクタを介したＲＣＳデータをプロトコルアクセラレータ又はＬＴ
Ｅプロセッサ内のＳＩＰモジュールへ転送する。ＳＩＰデータは、ＶｏＩＰ（Voice-over
-Internet-Protocol）及びＳＭＳ（Short　Message　Service）のためにＬＴＥプロセッ
サ内のＳＩＰモジュールにより確立された単一の認可されたコネクションを介して送信さ
れる。
【００１７】
　ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）プロセッサを備えたモバイル装置上のＲＣＳ機能が
、ＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol）プロトコル機能がＬＴＥプロセッサ内に埋
め込まれたＳＩＰスタックの外部で実行されることを要求するとき、二重問題を回避する
方法が開示される。ＬＴＥプロセッサ内のＳＩＰスタックは、ネットワークに登録し、Ｖ
ｏＩＰ（Voice-over-Internet-Protocol）及びＳＭＳｏＩＰ（Short　Message　Service
　over　Internet　Protocol）のために、ＩＭＳ（Internet　Protocol　Multimedia　Su
bsystem）コアへの認可されたＳＩＰコネクションを確立する。ＬＴＥプロセッサの外部
で動作するＳＩＰ機能を要求する後続のＲＣＳ機能のための且つＬＴＥモデムを通じて送
信されるべき全てのＩＰ（Internet　Protocol）パケットは、ＩＭＳコアへの単一の認可
されたＳＩＰコネクションを維持するＬＴＥプロセッサのｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ
）を通じて転送される。ＩＭＳコアから入来し、ＬＴＥモデムを介して認可されたＳＩＰ
コネクションを介して受信されるパケットは、ＶＰＲを通じて、必要に応じて、ＬＴＥプ
ロセッサ又はモバイル端末のアプリケーションプロセッサ内のプロトコルアクセラレータ
に組み込まれたＳＩＰスタックへ転送される。
【００１８】
　本発明のこれらの及び他の目的は、以下の、種々の図面に示された好適な実施形態の詳
細な説明を読んだ後に当業者に明らかになるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】伝統的な携帯電話機のソフトウェアアーキテクチャを示す。
【図２】ＬＴＥプロセッサへのＶｏＩＰの追加を示す機能ブロック図である。
【図３】Ｗｉ－Ｆｉオフロードの追加を示す機能ブロック図である。
【図４】Ｗｉ－Ｆｉオフロードを有するビデオ呼の追加を示す機能ブロック図である。
【図５】ＲＣＳ機能の追加を示す機能ブロック図である。
【図６】Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）オフロードのためにプロトコルアクセラレータからのト
ラフィックの低減を示す機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本願明細書及び特許請求の範囲では、用語「レガシモデム」は、特に、第２世代（２Ｇ
）技術、第３世代（３Ｇ）技術、ＧＳＭ（登録商標）（Global　System　for　Mobile　C
ommunications）技術、ＣＤＭＡ（Code　division　Multiple　Access）技術、Ｗ－ＣＤ
ＭＡ（Wideband　Code　Division　Multiple　Access）技術のような技術として定められ
る。用語「Long-Term　Evolutionモデム」及び／又は「ＬＴＥモデム」は、ＬＴＥ（Long
-Term　Evolution）送信及び／又は受信技術が可能なように構成されたモデムとして定め
られる。用語「Long-Term　Evolutionプロセッサ」及び／又は「ＬＴＥプロセッサ」は、
ＬＴＥモデムとして構成され得る計算ユニットとして定められ、ＶｏＬＴＥ（Voice-over
-Long-Term　Evolution）を含むよう更に構成されても良く、特に、第２世代（２Ｇ）技
術、第３世代（３Ｇ）技術、ＧＳＭ（登録商標）（Global　System　for　Mobile　Commu
nications）技術、ＣＤＭＡ（Code　division　Multiple　Access）技術、Ｗ－ＣＤＭＡ
（Wideband　Code　Division　Multiple　Access）技術のようなレガシモデム技術の全て
のバージョンを含むよう更に構成されても良く、ＬＴＥプロセッサ内に組み込まれても良
い。さらに、用語「ネットワークインタフェース」は、モバイル端末と私設若しくは公衆
ネットワークとの間の相互接続点として定められる。さらに、用語「代替ネットワークイ
ンタフェース」は、特に、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）技術、ＤＰＲＳ（DECT　Packet　Radi
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o　Services）及びイーサネット（登録商標）技術のような送信及び／又は受信技術のあ
らゆるバージョンが可能なネットワークインタフェースとして定められ、アプリケーショ
ンプロセッサで動作する。さらに、用語「代替ネットワークインタフェースデーモン」は
、代替ネットワークインタフェースへの接続を管理するために用いられるアプリケーショ
ンプロセッサで動作する処理である。本願明細書及び特許請求の範囲を通じて、特定の技
術が特定の使用例として提示されるが、全ての場合において、特定技術の記載は、請求の
範囲を特定の技術に限定するものではなく、上述のように一般化することを目的としてい
る。例えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンの議論は、上述のような任意の又はあらゆ
るバージョンの代替ネットワークインタフェースデーモンの議論として考えられ、３Ｇモ
デム技術の議論は、上述のような任意の又はあらゆるバージョンのレガシモデムの議論と
して考えられるべきである。
【００２１】
　本願明細書は、ＳＭＳ（Short　Message　Service）及びＶｏＬＴＥ（Voice　over　Lo
ng　Term　Evolution）、ビデオ、ＲＣＳ（Rich　Communication　Suite）サポート、及
びＷｉ－Ｆｉ（登録商標）オフロードをモデム端末に追加する完全なソフトウェアシステ
ムを記載する。このソフトウェアシステムは、ＶｏＬＴＥ機能をＬＴＥプロセッサに追加
することで開始する。最後の章（図６）は、音声及びビデオ呼、ＳＭＳｏＩＰ（SMS　ove
r　Internet　Protocol）、ＲＣＳ機能（特に、ＩＭ（instant　messaging）、ファイル
転送及びコンテンツ共有）、及びＷｉ－Ｆｉ（登録商標）オフロードを含むフル機能のシ
ステムを記載する。本願明細書で開示するのはモジュラアプローチなので、同じ設計及び
ソフトウェアブロックを用いて、このフル機能のシステムのサブセットを提供することが
比較的容易である。例えば、図２は、単にＶｏＬＴＥ、ＳＭＳｏＩＰ及びＳＲＶＣＣ（Si
ngle　Radio　Voice　Call　Continuity）のための製品であるが、図３はＷｉ－Ｆｉ（登
録商標）オフロードを追加しており、図４はビデオ呼を追加している、等である。
【００２２】
　＜レガシアーキテクチャへのＶｏＩＰ（ＶｏＬＴＥ）の追加＞
　モバイル端末にＶｏＩＰアプリケーションを追加する異なるアプローチがある。１つの
アプローチは、現在のアンドロイド電話スタック（図１の電話マネジャ、ＳＭＳマネジャ
１２５、ＲＩＬ１０１を参照）と平行して、完全に別個のアプリケーションを作成するこ
とである。別のアプローチは、電話スタックに変更を行い、既存の電話マネジャ１３０に
、呼がＶｏＩＰ呼（又はレガシ交換呼）でるか否かを決定させ、ＶｏＩＰプロトコルスタ
ック（又はレガシ音声スタック）へ呼を処理するよう指示を送らせることである。
【００２３】
　ＬＴＥモデムを介する全ての呼はＶｏＩＰを用いて行われるので、ＬＴＥプロセッサに
とって、図１に示すように、電話及びＳＭＳアプリケーションに対して同じＲＩＬインタ
フェースを提示して、レガシ音声呼及びＳＭＳのための同じコマンドが受け付けられ処理
されるようにすることは非常に望ましい。
【００２４】
　したがって、ＶｏＩＰ呼、レガシ回線交換呼の確立、ＬＴＥモデム若しくはレガシモデ
ム（２Ｇ、３Ｇ）を介したＳＭＳの送信／受信、及びＬＴＥとレガシモデムとの両方を備
えたモバイル端末での（ＩＲ．９２標準により要求されるような）それらの間の切替、音
声及びＳＭＳのためにモバイル端末上の既存アプリケーションを用いた（ＳＩＭ登録、Ｓ
ＩＭアドレス等のような）全てのレガシモデム機能の提供、並びに全てのレガシモデム機
能の保持を可能にする技術が開示される。ＬＴＥプロセッサ上のＳＩＰソフトウェアによ
り提供されるＶｏＩＰ呼の確立及びＳＭＳの送信／受信のためにＳＩＰスタックのサブシ
ステム及び制御ソフトウェアを追加することに加えて、ソフトウェアモジュールコマンド
ハンドラは、音声及びＳＭＳメッセージをモデムドライバからＳＩＰ／ＣＳＭサブシステ
ムへ向け、全ての他のメッセージをレガシモデムに直接渡す。ＣＳＭモジュールは、ネッ
トワーク又はモバイル端末により設定された無線ポリシに基づき、呼又はＳＭＳがＳＩＰ
スタック及び（必要に応じて）音声エンジンにより処理されるのかレガシモデムを通過さ
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せられるのかを決定する。また、コマンドハンドラモジュールは、音声及びＳＭＳメッセ
ージをレガシモデムからＳＩＰ／ＣＳＭサブシステムへ向け、全ての他のメッセージは、
モデムドライバを通過させられる。
【００２５】
　音声、ＳＭＳ、並びにＩＭ、ビデオ呼等のような他の通信機能（一般的にＲＣＳ機能と
して知られている）のための無線ポリシを、モバイル端末又はモバイルネットワークオペ
レータにより、機能毎に選択させることを可能にすることが開示される。ソフトウェアモ
ジュールは、音声呼又はＳＭＳメッセージ又は他のＲＣＳ機能のためにどのネットワーク
インタフェースを用いるかを決定するパラメータ又はルールを設定するために、ネットワ
ーク又はモバイル端末にアクセス可能である。
【００２６】
　また、多数の通信機能（一般的にＲＣＳとして知られる、音声、ＳＭＳ、ＩＭ、ビデオ
呼、ファイル共有、コンテンツ共有、位置、アドレス帳同期、等を含む）を有するモバイ
ル端末が（ＬＴＥ、３Ｇ、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）等のような）選択したネットワークイ
ンタフェースでこれらの機能のうちの各々を選択的に実行するための、及びモバイル端末
又はネットワークオペレータにより動的に制御されるべきネットワークインタフェースの
選択のための、又はモバイル端末がこの選択を行うための技術が開示される。ネットワー
クインタフェースの選択を提供し、どのネットワークインタフェース（例えば、ＬＴＥ、
３Ｇ、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））が（音声又はＩＭ又はビデオ等のような）各通信機能の
ために用いられるかを決定するためにモバイル端末で動作するＡＬＬ通信アプリケーショ
ンにより検査され、異なる通信機能のために無線の選択を変更するためにモバイルネット
ワークオペレータ又はモバイル端末にアクセス可能なソフトウェアのモジュールが使用で
きる。
【００２７】
　図２に示すように、モバイル端末２００内のＲＩＬ２０５の下に、ＬＴＥプロセッサに
電話及びＳＭＳアプリケーションとの（ＶｏＬＴＥ機能のための）ＲＩＬインタフェース
１０１を提供するために、追加ＶｏＬＴＥブロックが追加される。モバイル端末２００の
ＬＴＥプロセッサ２６０は、レガシモデム制御及びユーザプレーンモジュール２７０と、
追加ＶｏＬＴＥブロックとを有する。追加ＶｏＬＴＥブロックは、コマンドハンドラ２６
５、ＩＳＩ（Internet　Service　Interface）モジュール２８２、音声エンジンモジュー
ル２８４、ＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol）モジュール２８８、ＯＳＡＬ（Ope
rating　System　Abstraction　Layer）モジュール２８６、制御／状態モジュール（ＣＳ
Ｍ）２７５を含む。ＣＳＭ２７５は、無線ポリシマネジャ（ＲＰＭ）２８０を含む。ＲＩ
Ｌ（図２に２０５として示す）から追加ＶｏＬＴＥブロック２６５、２８２、２８４、２
８８、２８６、２７０、２７５へのコマンドは、標準的なＡＴコマンド又はモデムチップ
ベンダにより規定された独自インタフェースであっても良い。
【００２８】
　図２に示したアーキテクチャでは、ＬＴＥ及びレガシモデムを含むＬＴＥプロセッサに
とって、コマンド及びイベントは、呼がＩＰネットワーク又はレガシ回線ネットワークを
介して確立されるかに拘わらず、同じである。このアーキテクチャの追加ソフトウェアコ
ンポーネントは、次の通りである。
【００２９】
　・コマンドハンドラ２６５－このモジュールは、コマンド及びイベントの転送を担う。
（モデムドライバを介した）ＲＩＬ２０５からの全ての音声呼及びＳＭＳコマンドは、Ｃ
ＳＭモジュール２７５へ転送される。残りのコマンドは、レガシモデムモジュール２７０
へと通過する。モデムドライバ２０５からの全ての非音声呼、非ＳＭＳイベントは、コマ
ンドハンドラ２６５に直接渡され、次にレガシモデム２７０へ渡される。音声及びＳＭＳ
イベントは、コマンドハンドラ２６５により捕らえられ、ＣＳＭ２７５に渡される。
【００３０】
　・制御／状態モジュール（ＣＳＭ）２７５は、全ての音声呼及びＳＭＳセッションの管
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理を担う。
【００３１】
　・ＩＳＩモジュール２８２は、レガシモデムモジュール２７０、ＳＩＰモジュール２８
８及び音声エンジンモジュール２８４と通信するために、ＣＳＭモジュール２７５にプロ
トコルに依存しないインタフェースを提供する。
【００３２】
　・ＳＩＰ２８８プロトコル。ＳＩＰモジュール２８８は、呼及びＳＭＳメッセージング
を管理するために、全ての必要なＳＩＰ動作を実行する。
【００３３】
　・音声エンジン２８４は、ＩＳＩ２８２コマンドを用いて、ＣＳＭモジュール２７５に
より制御される。音声エンジン２８４は、音声サンプルの処理、符号化／復号化、ＡＥＣ
（acoustic　echo　cancellation）、ジッタバッファ及びＰＬＣ（packet　loss　compen
sation）を含む全ての音声処理機能を実行する。音声エンジン２８４は、ネットワークを
介して送信されるべきＲＴＰ（Real-Time　Transport）パケットを生成し、ネットワーク
から受信したＲＴＰ音声パケットを処理する。
【００３４】
　・ＯＳ抽出レイヤ（ＯＳＡＬ）モジュール２８６。ＯＳＡＬモジュール２８６は、コン
ポーネントを異なるオペレーティングシステム（例えば、ＬＩＮＵＸ（登録商標）、ＲＴ
ＯＳ等）に移植するために、オペレーティングシステム固有の動作を抽出するために用い
られる。例えば、ネットワークソケットのオープン及びクローズが含まれる。
【００３５】
　・無線ポリシマネジャ（ＲＰＭ）２８０。音声呼をＶｏＩＰとレガシ技術との間で切り
替え可能にするＩＲ－９２（ＶｏＬＴＥ）標準に対応するために、ＣＳＭモジュール２７
５は、ＲＰＭ２８０サブモジュールを有する。ＲＰＭ２８０サブモジュールは、呼又はＳ
ＭＳメッセージ毎にどのネットワークインタフェースを用いるかについての知的決定を行
うよう設計される。ネットワークインタフェース選択の決定がモバイルネットワークオペ
レータにより行われる構成では、ＲＰＭモジュール２８０は、モバイルネットワークオペ
レータにより設定された無線ポリシ及びＬＴＥモデム制御プレーンからの情報に従う。
【００３６】
　＜使用例：ＶｏＩＰ呼の着信の受け付け＞
　モバイル端末２００は、サービスプロバイダに登録された後、音声呼を受信することが
できる。呼が開始又は受信されると、ＲＩＬモジュール２０５は、ネットワークからの全
ての呼状態について、固定間隔でモデムドライバにポーリングする。ＳＩＰモジュール２
８８は、ＯＳＡＬモジュール２８６を介してネットワークからの新しいコマンドを傾聴す
る。
【００３７】
　ＶｏＩＰ呼の着信について生じる動作シーケンスを以下に示す。
【００３８】
　１．着信呼があるとき、ＯＳＡＬモジュール２８６は、新しいＶｏＩＰセッションへの
招待を受信する。
【００３９】
　２．ＳＩＰモジュール２８８は、この要求を受信し、ＩＳＩモジュールを介してＣＳＭ
モジュール２７５へメッセージを送信する。
【００４０】
　３．ＣＳＭモジュール２７５は、新しい呼の要求のために、コマンドハンドラ２６５へ
のイベントを生成する。このイベントは、モデムドライバ（及びＲＩＬ）２０５を介して
ダイヤラ１２０アプリケーションに渡される。
【００４１】
　４．ＣＳＭモジュール２７５は、ＳＩＰモジュール２８８に、ネットワークへ、要求の
受信に対して肯定応答するよう命じる。
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【００４２】
　５．ネットワークは、メッセージが受信されたことの肯定応答を送信する。
【００４３】
　６．呼が応答されるのを待っている間、ＲＩＬモジュール２０５は、着信呼の状態につ
いて、固定間隔でモデムドライバ２０５にポーリングし続ける。
【００４４】
　７．モデムドライバ２０５は、コマンドハンドラ２６５にコマンドを送信する。コマン
ドハンドラ２６５は、そのコマンドをＣＳＭモジュール２７５に渡す。
【００４５】
　８．ＣＳＭモジュール２７５は、呼の現在の状態と共に応答する。
【００４６】
　９．ユーザが呼に応答するとき、ダイヤラアプリケーション１２０は、呼に応答するよ
う、コマンドをモデムドライバ２０５へ送信する。
【００４７】
　１０．モデムドライバ２０５は、コマンドハンドラ２６５にコマンドを渡す。コマンド
ハンドラ２６５は、そのコマンドをＣＳＭモジュール２７５に渡す。
【００４８】
　１１．ＣＳＭモジュール２７５は、呼を受け付けるよう、ＳＩＰモジュール２８８に命
じる。
【００４９】
　１２．ＳＩＰモジュール２８８は、ネットワークに呼が応答されたことを知らせる。
【００５０】
　１３．ネットワークは、呼が受け付けられたという肯定応答で応答する。
【００５１】
　１４．ＣＳＭモジュール２７５は、音声エンジン２８４に、音声インタフェースとＩＰ
インタフェースのＲＴＰコネクションとの間で、ＯＳＡＬモジュール２８６を通じて、発
呼パーティへの音声のストリーミングを開始するよう命じる。
【００５２】
　１５．呼は動作中になる（接続される）。
【００５３】
　ＣＳＭモジュール２７５は、次のＲＩＬ２０６ポーリング間隔で、モデムドライバ２０
５への状態報告を続ける。
【００５４】
　＜使用例：ＶｏＩＰ呼の発信＞
　モバイル端末２００は、サービスプロバイダに登録された後、音声呼を開始することが
できる。ＶｏＩＰ呼の発信について生じる動作シーケンスを以下に示す。
【００５５】
　１．ユーザは、ダイヤラアプリケーション１２０で呼を開始する。モデムドライバ２０
５は、呼を開始するコマンドを受信する。
【００５６】
　２．モデムドライバ２０５は、コマンドハンドラ２６５にコマンドを渡す。コマンドハ
ンドラ２６５は、そのコマンドをＣＳＭモジュール２７５に渡す。
【００５７】
　３．ＣＳＭモジュール２７５は、ＲＰＭモジュール２８０に問い合わせ、使用すべき正
しいネットワークインタフェースを決定する。この場合、ＬＴＥ　ＶｏＩＰが選択される
。
【００５８】
　４．ＣＳＭモジュール２７５は、呼を開始するよう、ＳＩＰモジュール２８８に知らせ
る。
【００５９】
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　５．ネットワークは、「トライング」メッセージで応答する。トライメッセージは、Ｏ
ＳＡＬモジュール２８６を介してＳＩＰモジュール２８８に渡される。
【００６０】
　６．ＳＩＰモジュール２８８は、ＣＳＭモジュール２７５に新しいメッセージを通知す
る。ＣＳＭモジュール２７５は、「トライング」メッセージを受信したというメッセージ
をコマンドハンドラ２６５へ送信することにより、応答する。
【００６１】
　７．コマンドハンドラ２６５は、メッセージをモデムドライバ２０５に渡す。
【００６２】
　８．ネットワークは、「肯定応答」、メッセージを送信する。このメッセージは、ＯＳ
ＡＬモジュール２８６を介してＳＩＰモジュール２８８に渡される。
【００６３】
　９．ＳＩＰモジュール２８８は、ＣＳＭモジュール２７５に情報を渡す。
【００６４】
　１０．固定ポーリング間隔で、モデムドライバ２０５は、全ての呼の状態について、Ｒ
ＩＬ２０５からコマンドを受信する。
【００６５】
　１１．モデムドライバ２０５は、コマンドハンドラ２６５にコマンドを送信する。コマ
ンドハンドラ２６５は、そのコマンドをＣＳＭモジュール２７５に渡す。
【００６６】
　１２．ＣＳＭモジュール２７５は、呼の現在の状態を返す。
【００６７】
　１３．遠端パーティが応答すると、ＳＩＰモジュール２８８は、ネットワークから（Ｏ
ＳＡＬモジュール２８６を介して）、遠端パーティが「受け付けた」（応答した）という
メッセージを受信する。
【００６８】
　１４．ＳＩＰモジュール２８８は、ＣＳＭモジュール２７５へメッセージを送信する。
【００６９】
　１５．ＣＳＭモジュール２７５は、音声エンジン２８４に、音声インタフェースとＩＰ
インタフェースのＲＴＰコネクションとの間で、ＯＳＡＬモジュール２８６を通じて、着
信パーティへの音声のストリーミングを開始するよう命じる。
【００７０】
　１６．次のポーリング間隔で、呼状態についての新しい要求が、モデムドライバ２０５
からコマンドハンドラ２６５を介してＣＳＭモジュール２７５に渡される。
【００７１】
　１７．ＣＳＭモジュール２７５は、呼が応答されたことを報告する。このメッセージは
、コマンドハンドラ２６５に渡され、そしてモデムドライバ２０５に渡される。
【００７２】
　１８．呼は動作中になる（接続される）。
【００７３】
　＜使用例：ＣＳ呼の着信＞
　レガシ回線交換（ＣＳ）ネットワークが利用可能なとき、サービスプロバイダは、着信
呼をレガシＣＳネットワークを介して転送し得る。ＶｏＩＰ呼の着信応答して生じる動作
シーケンスを以下に示す。
【００７４】
　１．遠隔ユーザは、レガシＣＳネットワークを介してモバイル端末２００に発呼する。
【００７５】
　２．レガシモデム２７０は、ネットワークからコマンドを受信する。
【００７６】
　３．レガシモデム２７０は、呼の着信が要求されているという非同期イベントを生成す
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る。
【００７７】
　４．コマンドハンドラ２６５は、このイベントをＣＳＭモジュール２７５に渡す。ＣＳ
Ｍモジュール２７５は、呼を処理するために初期化される。
【００７８】
　５．ＣＳＭモジュール２７５は、コマンドハンドラ２６５へのイベントを生成する。コ
マンドハンドラ２６５は、このコマンドをモデムドライバ２０５に、そしてダイヤラアプ
リケーション１２０まで渡す。
【００７９】
　６．モデムドライバ２０５は、固定間隔で呼の現在の状態について尋ねるコマンドを受
信する。
【００８０】
　７．イベント６におけるコマンドは、コマンドハンドラ２６５を用いてＣＳＭモジュー
ル２７５に渡される。
【００８１】
　８．ユーザが呼に応答するとき、モデムドライバ２０５は、呼に応答するコマンドを受
信する。このコマンドは、コマンドハンドラ２６５を介してＣＳＭモジュール２７５に渡
される。
【００８２】
　９．ＣＳＭモジュール２７５は、これがレガシ回線交換（ＣＳ）呼であることが分かる
ので、ＣＳＭモジュール２７５は、コマンドハンドラ２６５を介してレガシモデムモジュ
ール２７０へ（及び続いてネットワークへ）コマンドを送信する。
【００８３】
　１０．レガシモデムモジュール２７０は、「呼が受け付けられた」というイベントで応
答する。
【００８４】
　１１．ＣＳＭモジュール２７５は、このイベントを、レガシモデムモジュール２７０か
らコマンドハンドラ２６５を通じて受信する。
【００８５】
　１２．ＣＳＭモジュール２７５は、「呼が受け付けられた」イベントを、コマンドハン
ドラ２６５を用いてモデムドライバ２０５に渡す。
【００８６】
　１３．呼は動作中になる。
【００８７】
　１４．モデムドライバ２０５は、次に呼の状態についてポーリングされるとき、ＣＳＭ
モジュール２７５から呼が動作中であるという報告を受信する。
【００８８】
　＜使用例：ＣＳ呼の発信＞
　レガシＣＳネットワークが用いられるとき、発信呼は、レガシモデムモジュール２７０
へ転送される。ＣＳ呼の発信について生じる動作シーケンスを以下に示す。
【００８９】
　１．ユーザが呼を開始するとき、モデムドライバ２０５は、呼を開始するコマンドを受
信する。
【００９０】
　２．モデムドライバ２０５は、コマンドハンドラ２６５にコマンドを渡す。コマンドハ
ンドラ２６５は、そのコマンドをＣＳＭモジュール２７５に渡す。
【００９１】
　３．ＣＳＭモジュール２７５は、ＲＰＭモジュール２８０に問い合わせ、使用すべき正
しいインタフェースを決定する。この場合、レガシモデムインタフェースが選択される。
【００９２】
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　４．ＣＳＭモジュール２７５は、呼を開始するよう、レガシモデムモジュール２７０に
知らせる。
【００９３】
　５．固定ポーリング間隔で、モデムドライバ２０５は、全ての呼の状態を要求するＲＩ
Ｌ２０５コマンドを受信する。
【００９４】
　６．モデムドライバ２０５は、コマンドハンドラ２６５にコマンドを送信する。コマン
ドハンドラ２６５は、そのコマンドをＣＳＭモジュール２７５に渡す。
【００９５】
　７．ＣＳＭモジュール２７５は、コマンドハンドラ２６５を通じてレガシモデムモジュ
ール２７０へコマンドを送信することにより、レガシモデムモジュール２７０に呼の現在
の状態について問い合わせる。
【００９６】
　８．レガシモデムモジュール２７０は、呼の現在の状態と共に応答する。この情報は、
コマンドハンドラ２６５を介してＣＳＭモジュール２７５へ送信される。
【００９７】
　９．ＣＳＭモジュール２７５は、コマンドハンドラ２６５を介して、呼の現在の状態と
共にモデムドライバ２０５に応答する。
【００９８】
　１０．多数のポーリング間隔の後、遠隔パーティが応答する。
【００９９】
　１１．次のポーリング間隔で、呼状態についての新しい要求が、モデムドライバ２０５
からコマンドハンドラ２６５に、次いでＣＳＭモジュール２７５に渡される。
【０１００】
　１２．ＣＳＭモジュール２７５は、コマンドハンドラ２６５を介してコマンドを送信す
ることにより、レガシモデムモジュール２７０に呼の現在の状態について問い合わせる。
【０１０１】
　１３．レガシモデムモジュール２７０は、「動作中」に変更された呼の現在の状態と共
に応答する。この状態は、コマンドハンドラ２６５を介してＣＳＭモジュール２７５へ送
信される。
【０１０２】
　１４．ＣＳＭモジュール２７５は、コマンドハンドラ２６５を介して、呼の現在の状態
（つまり、「動作中」）と共にモデムドライバ（ＲＩＬポーリング）２０５に応答する。
【０１０３】
　１５．呼は動作中になる。
【０１０４】
　＜使用例：ＵＳＳＤサポート＞
　ＧＳＭ（登録商標）サービスプロバイダは、ＵＳＳＤ（Unstructured　Supplementary
　Service　Data）と呼ばれるプロトコルを用いて、特定の簡易非音声サービスを提供す
る。ＬＴＥモデムは、同様のサービスを提供する。
【０１０５】
　ＧＳＭ（登録商標）を介したＵＳＳＤに対応する動作シーケンスを以下に示す。
【０１０６】
　１．ユーザは、（モバイル端末２００上のアプリケーションを介して）ＵＳＳＤサービ
スの要求を開始する。これは、特殊コードをダイヤルすることにより行われる。
【０１０７】
　２．モデムドライバ２０５は、このダイヤルアウト要求を受信してコマンドハンドラ２
６５に渡す。コマンドハンドラ２６５は、この要求をＣＳＭモジュール２７５に渡す。
【０１０８】
　３．ＣＳＭモジュール２７５は、ＣＳ呼の発信のように、このシーケンスを処理する。
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ＣＳＭモジュール２７５は、ＲＰＭモジュール２８０に問い合わせ、使用すべき正しいネ
ットワークインタフェースを決定する。この場合、ＧＳＭ（登録商標）が選択される。
【０１０９】
　４．ＣＳＭモジュール２７５は、このダイヤルコマンドを、コマンドハンドラ２６５を
介してレガシモデムモジュール２７０に渡す。
【０１１０】
　５．レガシモデムモジュール２７０は、（コマンドハンドラ２６５を介して）ＣＳＭモ
ジュール２７５に渡される応答を提供し、コードをネットワークへ転送する。
【０１１１】
　６．ＣＳＭモジュール２７５は、コマンドハンドラ２６５を介してモデムドライバ２０
５に応答を返す。
【０１１２】
　７．サービスプロバイダがコードを処理した後、未承諾応答が、ネットワークを介して
レガシモデムモジュール２７０へ送信される。
【０１１３】
　８．レガシモデムモジュール２７０は、この応答をコマンドハンドラ２６５に渡す。コ
マンドハンドラ２６５は、この応答をモデムドライバ２０５に渡す。
【０１１４】
　ＬＴＥモデム（ネットワーク）を介したＵＳＳＤサービスの要求は、同様のシーケンス
に従う。
【０１１５】
　＜Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）オフロードの追加＞
　特定のモバイルネットワークオペレータ（ＭＮＯ）が要求する機能の１つは、ＶｏＩＰ
及びＳＭＳｏＩＰがＷｉ－Ｆｉ（登録商標）を介してオフロードされることである。これ
は、ＬＴＥネットワーク上の無線ネットワークトラフィックを低減する。この機能をモバ
イル端末に提供するための好適なアプローチは、図３に示すように、ＬＴＥプロセッサに
メッセージリダイレクタ及び他のソフトウェアモジュールを追加することである。本願明
細書を通じて、登録商標Ｗｉ－Ｆｉは、技術又は保証の出所を意味するのではなく、Wi-F
i　AllianceによりＷｉ－Ｆｉ（登録商標）準拠として承認された無線システムを意味す
る。
【０１１６】
　したがって、（モバイル端末のアプリケーションプロセッサで）別のＳＩＰスタック及
びＬＴＥプロセッサの外部の関連ソフトウェアを重複することなく通常ＬＴＥモデムを通
じてＷｉ－Ｆｉ（登録商標）無線へと行くモバイル端末の（ＶｏＩＰ又はＳＭＳｏＩＰ又
はVideo　over　IPのような）リアルタイムＩＰ通信パケットトラフィックをリダイレク
トする技術が開示される。ソフトウェアモジュール（又はソフトウェア機能）は、ＳＩＰ
スタックとＬＴＥモデムとの間に挿入され、通常ＬＴＥモデムを介してＷｉ－Ｆｉ（登録
商標）デーモンへ送信される全てのＩＰパケットをプロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズ
ムを用いてリダイレクトする。Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンは、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商
標）サブシステムに接続し、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ネットワークとのコネクションを維
持し、上述のＩＰトラフィックをＷｉ－Ｆｉ（登録商標）無線ネットワークを介して送信
する。ＩＰパケットは、ＬＴＥプロセッサに組み込まれたＳＩＰスタックを用いることに
より、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）を用いて送信されるが、全てのこのようなＳＩＰトラフィ
ックは、ＬＴＥ送信の場合と同様に、認可されたＳＩＰネットワークコネクションを通じ
て伝送される。
【０１１７】
　モバイル端末３００のＬＴＥプロセッサ３６０は、レガシモデム制御及びユーザプレー
ンモジュール３７０、コマンドハンドラ３６５、ＩＳＩ（Internet　Service　Interface
）モジュール３８２、音声エンジンモジュール３８４、ＳＩＰ（Session　Initiation　P
rotocol）モジュール３８８、ＯＳＡＬ（Operating　System　Abstraction　Layer）モジ
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ュール３８６、制御／状態モジュール（ＣＳＭ）３７５を有する。ＣＳＭ３７５は、無線
ポリシマネジャ（ＲＰＭ）３８０を含む。ＶｏＩＰ及びＳＭＳｏＩＰのＷｉ－Ｆｉ（登録
商標）を介したオフロードを可能にするために、ＬＴＥプロセッサ３６０がＬＴＥプロセ
ッサ２６０と異なる点は、ＬＴＥプロセッサ３６０が、ｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）
３９５及びｖポートモデムデバイス（ＶＰＭＤ）３９０を更に有することである。モバイ
ル端末３００は、ＲＩＬ及びモデムドライバ３０５を更に有し、アプリケーションプロセ
ッサで動作する代替ネットワークインタフェースデーモン３１５及びｖポートアプリケー
ションデバイス（ＶＰＡＤ）３２０を導入する。ｖポートモデムデバイス（ＶＰＭＤ）３
９０及びｖポートアプリケーションデバイス（ＶＰＡＤ）３２０は、プロセッサ間通信（
ＩＰＣ）メカニズム３５０として機能的に一緒に考えられても良い。
【０１１８】
　図３に示した追加された新たなＬＴＥプロセッサソフトウェアモジュール３９０、３９
５、３１５、３２０は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）オフロードを提供する。
【０１１９】
　・ｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）３９５は、ネットワークパケットを適正なネットワ
ークインタフェースへ向けるモジュールである。ＳＩＰ、ＲＴＰ、ＲＴＣＰパケットの各
々は、ＶＰＲモジュール３９５に渡される。これらのパケットがＬＴＥプロセッサ３６０
のネットワークインタフェースに向けられる場合、該パケットは、ＯＳＡＬモジュール３
８６へ送信される。これらのパケットがＷｉ－Ｆｉ（登録商標）（又はアプリケーション
プロセッサにアクセス可能な他のインタフェース）に向けられる場合、該パケットは、Ｖ
ＰＭＤモジュール３９０へ送信される。ＶＰＲ３９５は、ＳＩＰモジュール３８８への仮
想ネットワークコネクションとして見えるので、ＳＩＰモジュール３８８は、どの無線イ
ンタフェースが用いられているかを知る必要がない。
【０１２０】
　・ｖポートモデムデバイス（ＤＰＭＤ）３９０。このモジュールは、（ＬＴＥプロセッ
サにある）ＶＰＲモジュール３９５とアプリケーションプロセッサ３１０にあるＶＰＡＤ
モジュール３２０との間の通信サービスを提供する。
【０１２１】
　
　アプリケーションプロセッサ３１０にある新たなモジュールは次の通りである。
【０１２２】
　・ｖポートアプリケーションデバイスドライバ（ＶＯＡＤ）３２０は、ＬＴＥプロセッ
サ３６０のＶＰＭＤモジュール３９０と通信する。
【０１２３】
　・Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン３１５。パケットがＷｉ－Ｆｉ（登録商標）インタ
フェースから受信されると、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンは、ＶＰＡＤモジュール３
２０にデータを書き込む。ＶＰＡＤモジュール３２０は、ＶＰＭＤモジュール３９０にデ
ータを渡す。ＶＰＭＤモジュール３９０は、ＶＰＲモジュール３９５にデータを渡す。次
に、ＶＰＲモジュール３９５は、このデータを、受信したデータの種類に依存してＳＩＰ
モジュール３８８又は音声エンジン３８４に渡す。同様に、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デー
モンは、ＶＰＡＤモジュール３２０からのデータを待つ。ＶＰＡＤモジュール３２０から
の新しいＳＩＰ又はＲＴＰメッセージは、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン３１５に到着
すると直ぐにＷｉ－Ｆｉ（登録商標）を介して送信される。
【０１２４】
　＜Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン３１５の動作＞
　Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンは、ＬＴＥプロセッサ３６０で動作するモジュールを
代表してＷｉ－Ｆｉ（登録商標）ネットワークコネクションを管理する。ＳＩＰモジュー
ル３８８がＷｉ－Ｆｉ（登録商標）インタフェースを用いる必要があるとき、ＳＩＰモジ
ュール３８８は、ＶＰＲモジュール３９５からＷｉ－Ｆｉ（登録商標）コネクションを要
求する。ＶＰＲモジュール３９５は、ネットワークコネクションを開設するよう、（ＶＰ
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ＭＤ３９０及びＶＰＡＤ３２０のＩＰＣメカニズムを介して）Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デ
ーモン３１５に連絡する。ＳＩＰモジュール３８８は、ＶＰＲモジュール３９５のコネク
ションを用いて、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）コアに登録する。登録の完
了に成功した後、ＳＩＰモジュール３８８は、ＶｏＩＰ呼及びＳＭＳｏＩＰメッセージを
開始又は受信するためにＷｉ－Ｆｉ（登録商標）インタフェースを使用できる。音声エン
ジン３８４が（例えばＲＴＰ又はＲＴＣＰパケットのために）Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）イ
ンタフェースを用いる必要があるとき、音声エンジン３８４は、ＶＰＲモジュール３９５
からＷｉ－Ｆｉ（登録商標）コネクションを要求する。
【０１２５】
　＜使用例：Ｗｉ－Ｆｉ呼の発信＞
　Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）呼を開始する前に、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）無線が、音声呼の
ために使用する無線になっていなければならない。ＣＳＭモジュール３７５は、ＲＰＭイ
ベントによりＷｉ－Ｆｉ（登録商標）無線に登録するよう命じられる。イベントの後、Ｃ
ＳＭモジュール３７５は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）を介してサービスプロバイダに登録す
る。
【０１２６】
　この例では、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）アクセスポイントが利用可能であり、アクティブ
な呼が存在しないとき、ＲＰＭイベントがトリガされる。モバイル端末３００は、サービ
スプロバイダに登録された後、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）を介して音声呼を開始することが
できる。ＶｏＩＰ呼の発信のための動作シーケンスを以下に示す。
【０１２７】
　１．ユーザが呼を開始するとき、モデムドライバ３０５は、呼を開始するコマンドを受
信する。
【０１２８】
　２．モデムドライバ３０５は、コマンドハンドラ３６５にコマンドを渡す。コマンドハ
ンドラ３６５は、そのコマンドをＣＳＭモジュール３７５に渡す。
【０１２９】
　３．ＣＳＭモジュール３７５は、ＲＰＭモジュール３８０に問い合わせ、使用すべき正
しいネットワークインタフェースを決定する。この場合、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ＶｏＩ
Ｐが選択される。
【０１３０】
　４．ＣＳＭモジュール３７５は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）を介して呼を開始するよう、
（ＩＳＩ３８２を介して）ＳＩＰモジュール３８８に命じる。
【０１３１】
　５．ＳＩＰモジュール３８８は、ＳＩＰセッションを生成し、パケットをＶＰＲモジュ
ール３９５に渡す。
【０１３２】
　６．ＶＰＲモジュール３９５は、ＳＩＰセッションがＷｉ－Ｆｉ（登録商標）を介する
よう命じられているので、ＶＰＲモジュール３９５は、パケットをＶＰＭＤモジュール３
９０に渡す。
【０１３３】
　７.ＶＰＭＤモジュール３９０は、ＶＰＡＤモジュール３２０までパケットを渡す。
【０１３４】
　８．Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン３１５は、ＶＰＡＤモジュール３２０の活動を傾
聴する。新しいパケットが利用可能なとき、新しいパケットはＷｉ－Ｆｉ（登録商標）ソ
ケットを介して送信される。
【０１３５】
　９．ネットワークは、「トライングメッセージ」で応答する。このメッセージは、Ｗｉ
－Ｆｉ（登録商標）デーモン３１５／ＶＰＡＤ３２０／ＶＰＭＤ３９０／ＶＰＲ３９５の
経路を介して、ＳＩＰモジュール３８８まで戻される。
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【０１３６】
　１０．ＳＩＰモジュール３８８は、ＣＳＭモジュール３７５に新しいメッセージを知ら
せる。ＣＳＭモジュール３７５は、「トライング」メッセージを受信したというメッセー
ジをコマンドハンドラ３６５へ送信することにより、応答する。
【０１３７】
　１１．コマンドハンドラ３６５は、メッセージをモデムドライバ３０５に渡す。
【０１３８】
　１２．ネットワークは、肯定応答を送信する。このメッセージは、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商
標）デーモン３１５／ＶＰＡＤ３２０／ＶＰＭＤ３９０／ＶＰＲ３９５の経路を介して、
ＳＩＰモジュール３８８まで戻される。
【０１３９】
　１３．ＳＩＰモジュール３８８は、ＣＳＭモジュール３７５に情報を渡す。
【０１４０】
　１４．固定ポーリング間隔で、モデムドライバ３０５は、全ての呼の状態を要求するＲ
ＩＬ３０５コマンドを受信する。
【０１４１】
　１５．モデムドライバ３０５は、コマンドハンドラ３６５に要求を送信する。コマンド
ハンドラ３６５は、そのコマンドをＣＳＭモジュール３７５に渡す。
【０１４２】
　１６．ＣＳＭモジュール３７５は、呼の現在の状態を返す。
【０１４３】
　１７．遠端パーティが呼に応答すると、ＳＩＰモジュール３８８は、ネットワークから
（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンから、ＶＰＲモジュール３９５を介して）、遠端パー
ティが応答したというメッセージを受信する。
【０１４４】
　１８．ＳＩＰモジュール３８８は、ＣＳＭモジュール３７５へ新しい状態を送信する。
【０１４５】
　１９．ＣＳＭモジュール３７５は、音声エンジン３８４に、音声インタフェースとＷｉ
－Ｆｉ（登録商標）インタフェースのＲＴＰコネクションとの間で、ＶＰＲ３９５／ＶＰ
ＭＤ３９０／ＶＰＡＤ３２０／Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン３１５の経路を介して、
音声のストリーミングを開始するよう命じる。
【０１４６】
　２０．次のポーリング間隔で、（コマンドハンドラ３６５を介した）モデムドライバ３
０５からの呼状態についての新しい要求に応答して、ＣＳＭモジュール３７５は、呼が応
答されたことを報告する。
【０１４７】
　２１.この「呼が応答された」というメッセージは、コマンドハンドラ３６５に渡され
、次にモデムドライバ３０５に渡される。
【０１４８】
　２２．呼は動作中になる。
【０１４９】
　当業者は、上述のＷｉ－Ｆｉ（登録商標）上の発信呼のオフロードについての記載が、
Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンを他の形式の代替ネットワークインタフェースデーモン
により置換することにより、及び任意の必要なハードウェア変更を含めることにより、別
の形式の代替ネットワークインタフェース上の発信呼のオフロードに容易に変更できるこ
とを直ちに理解する。
【０１５０】
　＜使用例：Ｗｉ－Ｆｉ呼の着信＞
　Ｗｉ－Ｆｉ呼を受信する前に、装置は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）無線を介してサービス
プロバイダに登録されなければならない。前述の使用例は、これがどのように生じ得るか
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のシナリオを提供した。
【０１５１】
　装置がＷｉ－Ｆｉ（登録商標）を介して登録された場合の、ＶｏＩＰ着信呼のための動
作シーケンスを以下に示す。
【０１５２】
　１．Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン３１５は、メッセージについて適切なネットワー
クソケットを傾聴する。
【０１５３】
　２．Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン３１５は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）を介して呼の
要求を受けると、新しいＶｏＩＰセッションへの招待を受信する。
【０１５４】
　３．Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン３１５は、この招待を、ＶＰＡＤ３２０／ＶＰＭ
Ｄ３９０／ＶＰＲ３９５の経路を介して、ＳＩＰモジュール３８８へ送信する。
【０１５５】
　４．ＳＩＰモジュール３８８は、この要求を受信し、（ＩＳＩモジュール３８２を介し
て）ＣＳＭモジュール３７５へメッセージを送信する。
【０１５６】
　５．ＣＳＭモジュール３７５は、コマンドハンドラ３６５を介してモデムドライバ３０
５に新しい呼の要求を送信する。
【０１５７】
　６．ＣＳＭモジュール３７５は、ＳＩＰモジュール３８８に、ネットワークへの要求の
受信に対する肯定応答送信するよう命じる。この要求は、ＶＰＲモジュール３９５により
、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン３１５へ転送される。
【０１５８】
　７．ネットワークは、メッセージが受信されたことの肯定応答を送信する。このメッセ
ージは、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン３１５により受信され、ＶＰＡＤ３２０／ＶＰ
ＭＤ３９０／ＶＰＲ３９５の経路を用いて、ＳＩＰモジュール３８８まで転送される。
【０１５９】
　８．固定ポーリング間隔で、モデムドライバ３０５は、全ての呼の状態を要求するコマ
ンドを受信する。
【０１６０】
　９．モデムドライバ３０５は、コマンドハンドラ３６５にコマンドを送信する。コマン
ドハンドラ３６５は、そのコマンドをＣＳＭモジュール３７５に渡す。
【０１６１】
　１０．ＣＳＭモジュール３７５は、呼の現在の状態を返す。
【０１６２】
　１１．ユーザが呼に応答するとき、ダイヤラアプリケーション１２０は、呼に応答する
よう、コマンドをモデムドライバ３０５へ送信する。
【０１６３】
　１２．モデムドライバ３０５は、コマンドハンドラ３６５にコマンドを渡す。コマンド
ハンドラ３６５は、そのコマンドをＣＳＭモジュール３７５に渡す。
【０１６４】
　１３．ＣＳＭモジュール３７５は、呼を受け付けるよう、ＳＩＰモジュール３８８に命
じる。
【０１６５】
　１４．ＳＩＰモジュール３８８は、ネットワークに呼が応答されたことを知らせる。こ
れは、ＶＰＲモジュール３９５にメッセージを送信することにより行われる。このメッセ
ージは、ＶＰＭＤ３９０／ＶＰＡＤ３２０へ転送され、最終的にはＷｉ－Ｆｉ（登録商標
）デーモン３１５を用いてネットワークへ転送される。
【０１６６】
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　１５．ＣＳＭモジュール３７５は、音声エンジン３８４に、音声インタフェースとＷｉ
－Ｆｉ（登録商標）インタフェースのＲＴＰコネクションとの間で、ＶＰＲ３９５／ＶＰ
ＭＤ３９０／ＶＰＡＤ３２０／Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン３１５の経路を介して、
音声のストリーミングを開始するよう命じる。
【０１６７】
　１６．ネットワークは、呼が受け付けられたという肯定応答で応答する。
【０１６８】
　１７．呼は動作中になる。
【０１６９】
　１８．ＣＳＭモジュール３７５は、次のポーリング間隔で新しい状態を報告する。
【０１７０】
　当業者は、上述のＷｉ－Ｆｉ（登録商標）上の呼の受信についての記載が、Ｗｉ－Ｆｉ
（登録商標）デーモンを他の形式の代替ネットワークインタフェースデーモンにより置換
することにより、及び任意の必要なハードウェア変更を含めることにより、別の形式の代
替ネットワークインタフェース上の呼の受信に容易に変更できることを直ちに理解する。
【０１７１】
　＜ビデオ呼の追加＞
　モバイル端末にビデオ呼を追加するために、先ず、ビデオエンジンが追加されなければ
ならない。ビデオコーデックのハードウェアの高速化は、通常、アプリケーションプロセ
ッサにより制御されるハードウェアサブシステムとして提供される。ビデオ呼はアプリケ
ーションプロセッサＣＰＵ上で動作するソフトウェアでも実装できるが、省電力及び費用
効率は、ビデオ処理のための別個のハードウェアアクセラレータを用いることを要求する
。ＬＴＥプロセッサハードウェアのメモリ及びＣＰＵが限られているので、ビデオコーデ
ックはＬＴＥプロセッサに含まれない。このようなプロセッサは、ドングル又は低コスト
電話機のような、ビデオ処理を必要としない種々のアプリケーションで用いられ得るので
、コストについて非常に最適化されている。
【０１７２】
　ビデオ呼機能を提供する際の最初の課題は、ビデオ呼を開始及び管理するための（ビデ
オダイアラのような）ビデオアプリケーションのためのアプローチである。標準的なＡＴ
コマンドは、ビデオ呼の静止、アクティブな音声呼へのビデオの追加、呼のビデオ部分の
終了、及びビデオ呼の状態報告のような機能を提供しない。ＡＴコマンドセットは、開示
のソフトウェアアーキテクチャの下で、これらの機能を提供するために拡張できる。しか
しながら、産業界はＡＴコマンドセットから離れつつあるので、このアプローチは望まし
くない。多くのモデムチッププロバイダは、現在、ＲＩＬインタフェースの下で独自イン
タフェースを提案している。開示の設計で取られるアプローチは、ビデオ呼のために必要
なデータを制御し、管理し及び通過させるための方法を提供するために、Ｗｉ－Ｆｉ（登
録商標）オフロードアーキテクチャを利用することである。
【０１７３】
　モバイル端末にビデオ呼を追加する際の第２の課題は、音声エンジンを追加する際のオ
ーバヘッド及び制約を最小限に抑えることである。これは、ビデオエンジンが、ビデオア
プリケーションソフトウェアの内部に置かれ実行されることを必要とする。これは、ビデ
オエンジンが、承認の問題及び追加オーバヘッドを有しないで、スクリーンの所望の部分
にアクセスできるようにする。
【０１７４】
　したがって、ビデオコーデック機能を実行するプロセッサにより生成され消費されるビ
デオパケットをＬＴＥプロセッサへリダイレクトし、（モデムによりサポートされるベア
ラチャネルを利用して）ビデオパケットがＬＴＥモデムを介して伝送され得るようにする
技術が開示される。標準的なＬＴＥプロセッサは、限られたＣＰＵ及びメモリハードウェ
アしか有しないので、ビデオコーデック機能を実行できない。したがって、ビデオコーデ
ック機能は、付属のアプリケーションプロセッサに実装されなければならない。ビデオパ
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ケットをＬＴＥモデムを介してＬＴＥベアラチャネルで伝送させるために、アプリケーシ
ョンプロセッサで動作するビデオエンジンは、ビデオパケットをＬＴＥモデムへ送信し／
から受信する。（アプリケーションプロセッサの）ビデオエンジンとＬＴＥプロセッサと
の間のビデオデータフローは、プロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズムにより処理される
。ＬＴＥプロセッサのネットワークパケットリダイレクタモジュールは、ＬＴＥモデム制
御機能を用いてベアラチャネルへのアクセスを開く。そして、データが、ビデオエンジン
とビデオリダイレクタモジュールとの間でＩＰＣメカニズムを用いて交換される。他の代
替ネットワークインタフェース選択肢が存在する場合、アプリケーションプロセッサにあ
るビデオパケットリダイレクタモジュールは、ビデオデータを、ＬＴＥモデムの代わりに
、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）のような該代替ネットワークインタフェースへリダイレクトす
る必要がある。ＬＴＥプロセッサ内の制御モジュールは、ビデオデータ及び制御パケット
により用いられるべきネットワークインタフェースの選択を担う。ビデオパケットリダイ
レクタモジュールを通じて全てのパケットを転送することにより、ビデオトラフィックの
ための適正なネットワークインタフェースが制御できる。Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）チャネ
ルを介して送信されるビデオパケットは、ビデオパケットリダイレクタモジュールにより
Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンへリダイレクトされる。このパケットの再転送の方法は
、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）呼の間、音声エンジンと（ＬＴＥプロセッサにある）ネットワ
ークパケットリダイレクタモジュールとの間でパケットを直接交換し次にネットワークパ
ケットリダイレクタモジュールにビデオパケットを（アプリケーションプロセッサにある
）Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンへ返送させるより効率的である。
【０１７５】
　モバイル端末上のアプリケーションプロセッサのビデオデータを（ＶｏＩＰ又はＶｏＬ
ＴＥに使用可能な）ＬＴＥプロセッサの音声データと同期させる技術も開示される。音声
及びビデオパケットを同期させるために、音声エンジンとビデオエンジンとの間で情報が
交換されなければならない。音声エンジンとビデオエンジンは、論理的にビデオエンジン
と音声エンジンとの間に置かれたプロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズムを用いて、情報
（例えば、パケットが現在聴かれている又は表示されている絶対時間）を交換する。この
アプローチは、音声及びビデオエンジンに、それら個々のデコードレートを管理させ、音
声及びビデオが同期されるようにする。
【０１７６】
　図４を参照する。モバイル端末４００のＬＴＥプロセッサ４６０は、レガシモデム制御
及びユーザプレーンモジュール４７０、コマンドハンドラ４６５、ＩＳＩ（Internet　Se
rvice　Interface）モジュール４８２、音声エンジンモジュール４８４、ＳＩＰ（Sessio
n　Initiation　Protocol）モジュール４８８、ＯＳＡＬ（Operating　System　Abstract
ion　Layer）モジュール４８６、ｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）４９５、ｖポートモデ
ムデバイス（ＶＰＭＤ）４９０、制御／状態モジュール（ＣＳＭ）４７５を有する。ＣＳ
Ｍモジュール４７５は、無線ポリシマネジャ（ＲＰＭ）４８０を含む。
【０１７７】
　ビデオ呼を追加するために、モバイル端末４００はモバイル端末３００と異なり、モバ
イル端末４００のアプリケーションプロセッサ４１０は、ビデオエンジン４３０、ビデオ
パケットリダイレクタ４４０及び制御／状態インタフェース（ＣＳＩ）４３５を含むビデ
オアプリケーション４２５を更に有する。モバイル端末４００は、アプリケーションプロ
セッサで動作するＲＩＬ及びモデムドライバ４０５、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン４
１５及びｖポートアプリケーションデバイス（ＶＰＡＤ）４２０を更に有する。ｖポート
モデムデバイス（ＶＰＭＤ）４９０及びｖポートアプリケーションデバイス（ＶＰＡＤ）
４２０は、プロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズム４５０として機能的に一緒に考えられ
ても良い。
【０１７８】
　図３に示したビデオ呼のサポートを追加するために追加された新たなアプリケーション
プロセッサ４１０のソフトウェアモジュール４２５、４３０、４４０は、次の通りである
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。
【０１７９】
　・ＣＳＩモジュール４３５は、ビデオ呼を生成し制御するためにビデオアプリケーショ
ン４２５により必要とされるサービスを提供する。
【０１８０】
　・ビデオエンジン４３０は、ビデオアプリケーション４２５と処理を共有する。ビデオ
エンジン４３０は、ビデオストリームの符号化及び復号化を担う。さらに、ビデオエンジ
ン４３０は、ジッタバッファを含む。
【０１８１】
　ＣＳＩモジュール４３５及びビデオエンジン４３０の両者は、ＶＰＡＤモジュール４２
０を介してＶＰＭＤモジュール４９０と通信する。この通信経路は、ＣＳＭモジュール４
７５に、ＣＳＩモジュール４３５及びビデオエンジン４３０により提供されるビデオ呼機
能を制御させ、ビデオ機能が（ＣＳＭモジュール４７５により制御される）音声機能と協
調できるようにする。さらに、このアーキテクチャは、ビデオデータをＬＴＥプロセッサ
４６０と交換させ、ビデオベアラチャネルに配置され得るようにする。
【０１８２】
　・ビデオパケットリダイレクタモジュール４４０は、ビデオデータを、モバイルネット
ワーク（若しくはベアラチャネル）を介して伝送させ、又はＷｉ－Ｆｉ（登録商標）に配
置させる。これは、ビデオデータをＷｉ－Ｆｉ（登録商標）を介してより効率的に伝送さ
せ、また、ビデオデータを同じビデオ呼の中で音声データと異なるネットワークを介して
伝送できるようにする。
【０１８３】
　＜使用例：ＬＴＥを介した標準的なビデオ呼＞
　ビデオ呼と音声呼との間の主な相違は、コマンドがビデオ呼をサポートするために拡張
されていない限り、コマンドがモデムドライバから来ないことである。ビデオ呼の確立の
ための動作シーケンスを以下に示す。
【０１８４】
　１．ユーザは、（ビデオアプリケーション４２５内部で）ビデオ呼を開始する。
【０１８５】
　２．ビデオアプリケーション４２５は、ビデオ呼を生成するためにＣＳＩモジュール４
３５と相互作用する。さらに、ビデオアプリケーション４２５は、ビデオエンジン４３０
を起動する。
【０１８６】
　３．ＣＳＩモジュール４３５は、呼を開始するために、ＶＰＡＤモジュール４２０及び
ＶＰＭＤモジュール４９０を介してＣＳＭモジュール４７５へコマンドを送信する。
【０１８７】
　４．ＣＳＭモジュール４７５は、ビデオ呼を確立するために、（ＩＳＩ４８２を介して
）ＳＩＰモジュール４８８へ必要なコマンドを送信する。
【０１８８】
　５．次に、ＣＳＭモジュール４７５は、ＶＰＭＤ４９０／ＶＰＡＤ４２０経路を介して
ＣＳＩモジュール４３５へ進捗を報告する。
【０１８９】
　６.呼が応答されると、ＣＳＭモジュール４７５は、状態更新を（ＳＩＰモジュール４
８８から）ＣＳＩモジュール４３５へ送信する。さらに、ＣＳＭモジュール４７５は、音
声及びビデオストリームを開始する。音声ストリームはＬＴＥプロセッサ４６０内に留ま
る。ＶＰＲモジュール４９５は、音声エンジン４３０とＬＴＥベアラチャネルとの間でパ
ケットを転送するために用いられる。以下の動作は、ビデオストリームを開始するために
必要である。
【０１９０】
　ａ）音声エンジン４８４内に、ビデオエンジン４３０を起動するためにコマンドを送信
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する制御コードがある。このコマンドは、ＶＰＭＤモジュール４９０及びＶＰＡＤモジュ
ール４２０を介して、ビデオエンジン４３０に渡される。（上述のステップ２で）ビデオ
エンジン４３０がビデオアプリケーション４２５により起動されたときから、ビデオエン
ジン４３０は、ＶＰＡＤモジュール４２０からのこのようなコマンドを傾聴している。
【０１９１】
　ｂ）ビデオエンジン４３０がＶＰＡＤモジュール４２０から開始コマンドを受信すると
、ビデオエンジン４３０は、ビデオパケットを送信し始める。
【０１９２】
　ｃ）ビデオパケットは、ＶＰＡＤ４２０／ＶＰＭＤ４９０を介して、ＶＰＲモジュール
４９５へ送信される。次に、ＶＰＲモジュール４９５は、パケットを、適切なビデオベア
ラチャネルへ転送する。
【０１９３】
　ｄ）ＶＰＲモジュール４９５が（適切なベアラチャネルから）ビデオパケットを受信す
ると、ＶＰＲモジュール４９５は、該ビデオパケットを、ＶＰＭＤ４９０／ＶＰＡＤ４２
０を介して、ビデオエンジン４３０へ送信する。
【０１９４】
　７．呼は動作中になる。
【０１９５】
　＜使用例：ビデオパケットリダイレクタによるＷｉ－Ｆｉビデオ呼＞
　Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）を介したビデオ呼の音声機能は、上述のＷｉ－Ｆｉ（登録商標
）を介したＶｏＩＰ呼と非常に似た動作をする。しかしながら、（前述の使用例で記載し
た）ＬＴＥネットワークを介したビデオ呼のためにモバイル端末内の同じデータ経路を用
いることにより、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン４１５により受信されたビデオデータ
は、ＬＴＥプロセッサ内のＶＰＲモジュール４９５まで渡され、次にＶＰＲモジュール４
９５からビデオエンジン４３０へ（ＶＰＭＤ４９０／ＶＰＡＤ４２０を介して）再転送さ
れ戻されなければならない。同様に、全ての送出ビデオパケットは、ビデオエンジン４３
０から、ＬＴＥプロセッサ４６０内のＶＰＲモジュール４９５まで送信され、次に、ＶＰ
ＭＤ４９０／ＶＰＡＤ４２０を介してＷｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンまで戻されなけれ
ばならない。ＬＴＥプロセッサ４６０を通じてビデオデータを転送する処理は、非常に効
率が悪い。この非効率を軽減するために、音声パケットリダイレクタ４４０が導入される
。
【０１９６】
　ビデオパケットリダイレクタ４４０により、音声及びビデオデータの転送が、異なるネ
ットワーク（無線）インタフェースに分割され得る。例えば、音声データをＬＴＥ音声ベ
アラチャネルを介して送信し、同時にビデオをＷｉ－Ｆｉ（登録商標）ネットワークにオ
フロードすることが可能である。
【０１９７】
　モバイル端末４００がＷｉ－Ｆｉ（登録商標）を介してサービスプロバイダに登録され
た後、モバイル端末４００は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）を介して呼を送信し及び受信する
準備が整う。Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）を介したビデオ呼の確立のために必要な動作シーケ
ンスを以下に示す。
【０１９８】
　１．ユーザはビデオ呼を開始する。
【０１９９】
　２．ビデオアプリケーション４２５は、ビデオ呼を生成するためにＣＳＩモジュール４
３５と相互作用し、ビデオエンジン４３０を起動する。
【０２００】
　３．ＣＳＩモジュール４３５は、呼を開始するために、ＶＰＡＤモジュール４２０及び
ＶＰＭＤモジュール４９０を介してＣＳＭモジュール４７５へコマンドを送信する。
【０２０１】
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　４．ＣＳＭモジュール４７５は、ビデオ呼を確立するために、ＳＩＰモジュール４８８
へ必要なＳＩＰコマンドを送信する。
【０２０２】
　５．４のＳＩＰコマンドは、ＶＰＲモジュール４９５により、ＶＰＭＤモジュール４９
０及びＶＰＡＤモジュール４２０を介してＷｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン４１５へリダ
イレクトされる。
【０２０３】
　６．ＩＭＳコアからのＳＩＰイベントがＷｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン４１５により
受信されると、これらのＳＩＰイベントは、ＶＰＡＤ４２０／ＶＰＭＤ４９０／ＶＰＲ４
９５の経路を介して、ＳＩＰモジュール４８８へ転送される。
【０２０４】
　７．ＣＳＭモジュール４７５は、ＶＰＭＤモジュール４９０及びＶＰＡＤモジュール４
２０介してＣＳＩモジュール４３５へビデオ呼の進捗を報告する。
【０２０５】
　８.呼が応答されると、ＣＳＭモジュール４７５は、状態更新をＣＳＩモジュール４３
５へ送信する。さらに、ＣＳＭモジュール４７５は、音声及びビデオストリームを開始す
る。Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンは、音声及びビデオストリームの両方がＷｉ－Ｆｉ
（登録商標）を介して伝送されるように特定のネットワークソケットが開かれなければな
らないことを通知される。
【０２０６】
　９．以下の動作は、音声ストリームを確立する。
【０２０７】
　ａ）音声エンジン４８４が送信するために音声パケットを生成すると、音声エンジン４
８４は、該パケットを、ＶＰＭＤモジュール４９０、ＶＰＡＤ４モジュール２０及びＶＰ
Ｒモジュール４９５を介して、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンへ送信する。
【０２０８】
　ｂ）Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン４１５が音声パケットを受信すると、Ｗｉ－Ｆｉ
（登録商標）デーモン４１５は、該音声パケットを、ＶＰＡＤ４２０／ＶＰＭＤ４９０／
ＶＰＲ４９５の経路を介して、音声エンジン４８４へ送信する。
【０２０９】
　１０．以下の動作は、ビデオストリームを確立する。
【０２１０】
　ａ）音声エンジン４８４は、ストリーミングを開始するためにビデオエンジン４３０へ
コマンドを送信する。このコマンドは、ＶＰＭＤモジュール４９０及びＶＰＡＤモジュー
ル４２０を介して、ビデオエンジン４３０に渡される。（上述のステップ２で）ビデオエ
ンジン４３０がビデオアプリケーション４２５により起動されたときから、ビデオエンジ
ン４３０は、このようなコマンドを傾聴している。
【０２１１】
　b.ｂ）ビデオエンジン４３０がＶＰＡＤモジュール４２０からストリーミングを開始す
るコマンドを受信すると、ビデオエンジン４３０は、ビデオパケットを送信し始める。
【０２１２】
　ｃ）送出ビデオパケットは、音声パケットリダイレクタ４４０へ送信される。呼はＷｉ
－Ｆｉ（登録商標）インタフェースを用いるので、ビデオパケットリダイレクタ４４０は
、パケットをＷｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン４１５へ送信する。（ＬＴＥを介して呼が
終了した場合、ビデオパケットは、ＶＰＡＤ４２０／ＶＰＭＤ４９０の経路を介して、Ｖ
ＰＲモジュール４９５へ転送される。）
　ｄ）Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン４１５が到来ビデオパケットを受信すると、Ｗｉ
－Ｆｉ（登録商標）デーモン４１５は、該音声パケットを、ビデオパケットリダイレクタ
４４０を介して、ビデオエンジン４３０へ送信する。
【０２１３】
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　１１．呼は動作中になる。
【０２１４】
　当業者は、上述のＷｉ－Ｆｉ（登録商標）上のビデオ呼の確立についての記載が、Ｗｉ
－Ｆｉ（登録商標）デーモンを他の形式の代替ネットワークインタフェースデーモンによ
り置換することにより、及び任意の必要なハードウェア変更を含めることにより、別の形
式の代替ネットワークインタフェースを用いたビデオ呼の確立に容易に変更できることを
直ちに理解する。
【０２１５】
　＜ＩＭ及び他のＲＣＳ機能の追加＞
　（二重登録問題）
　モバイル装置でＲＣＳ（Rich　Communications　Services）を提供する際の良く知られ
た１つの問題は、二重登録問題である。ユーザが複数のＲＣＳアプリケーションをモバイ
ル装置にダウンロードする場合、各アプリケーションは、自身のＩＭＳ（IP　Multimedia
　Subsystem）スタックを有する。各スタックは、ＲＣＳ機能へのアクセスを得るために
、ＩＭＳコアに登録しなければならない。ＩＭＳコアは、モバイル装置毎に１つのみ登録
を許可するよう構成される。第２のアプリケーションがサービスプロバイダに登録しよう
とすると、二重登録問題が生じる。各サービスプロバイダ（及びそのＩＭＳコア）はこの
状況を異なる方法で処理するので、ユーザは、一方、他方又は両方のアプリケーションが
機能しなくなるのが分かるだろう。
【０２１６】
　この問題は、装置がＶｏＬＴＥのために利用可能なＬＴＥプロセッサを有するとき、特
に顕著である。ＬＴＥプロセッサは、起動のときに、サービスプロバイダ（及びそのＩＭ
Ｓコア）に登録しようとする。これは、任意の他のアプリケーションが登録するための機
会を得る前に生じる。標準的なＬＴＥプロセッサは完全なＲＣＳ機能を提供しないので、
追加アプリケーションは、不足しているＲＣＳ機能にアクセスすることを必ず要求される
。そして、これらのアプリケーションは、ＩＭＳコアに登録することができない。
【０２１７】
　二重登録問題を生じる別の要因は、標準的なＬＴＥプロセッサ上の利用可能なメモリ及
びＣＰＵリソースが限られていることである。メモリ空間の不足は、同時にＬＴＥプロセ
ッサで実施できるＳＩＰセッションの数を制限する。ＭＳＲＰ（Message　Session　Rela
y　Protocol）を用いるＳＩＰセッションは、特にメモリの影響を受け易い。このような
メモリの影響を受け易い機能は、非常に大きなメモリ空間が利用可能なアプリケーション
プロセッサで実施される必要がある。このようなセッションの例は、ＩＭ及びファイル転
送のようなＲＣＳ機能である。多数のＳＩＰセッションを可能にし、メモリの影響を受け
易いＳＩＰセッションをモバイル装置で実施させることを可能にするために、アプリケー
ションプロセッサにプロトコルアクセラレータを追加する技術が開示される。しかしなが
ら、第２のＳＩＰスタック（プロトコルアクセラレータ）がアプリケーションプロセッサ
で実施されるとき、上述の二重登録問題が生じる。
【０２１８】
　モバイル装置上のＲＣＳ機能が、ＳＩＰプロトコル機能がＬＴＥプロセッサ内に埋め込
まれたＳＩＰスタックの外部で実行されることを要求するとき、二重問題を回避する技術
が開示される。この問題を回避するために、全てのＳＩＰプロトコル動作（例えば、音声
、ＳＭＳ、ＩＭ、等）は、同じ認可ＳＩＰコネクションを共有しなければならない。これ
は、（モバイル装置内の任意のＳＩＰスタックからの）全てのＳＩＰパケットを、単一の
ＳＩＰコネクションを維持するネットワークパケットリダイレクタモジュールを通じて、
ＩＭＳコアへ転送することにより達成できる。ネットワークパケットリダイレクタは、Ｉ
ＭＳコアから到来するパケットを、要求に応じてモバイル装置内の所望のＳＩＰスタック
へ適正に転送する。
【０２１９】
　ＲＣＳパケットは、ＲＣＳ機能及びＳＩＰサブシステムを埋め込まれたＬＴＥプロセッ



(28) JP 2013-240053 A 2013.11.28

10

20

30

40

50

サ（つまり、ＶｏＬＴＥを備えたＬＴＥプロセッサ）を有するモバイル装置内で、Ｗｉ－
Ｆｉ（登録商標）ネットワークにオフロードされる必要があり得る。ＲＣＳパケットがＷ
ｉ－Ｆｉ（登録商標）（又はＬＴＥ無線に加えて任意の代替ネットワークインタフェース
）を介して送信されるとき、ネットワークパケットリダイレクタモジュールは、データを
アプリケーションプロセッサにあるＷｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンへ（プロセッサ間通
信（ＩＰＣ）メカニズムを介して）再転送し、それらのデータがＷｉ－Ｆｉ（登録商標）
を介して送信されるとともに、同じ認可ＳＩＰコネクションを維持できるようにする。上
述のようにＳＩＰプロトコルデータをＬＴＥプロセッサにあるネットワークパケットリダ
イレクタモジュールへ再転送する代わりに、全てのＳＩＰメッセージは、図６に示される
プロトコルアクセラレータを用いてアプリケーションプロセッサで処理できる。したがっ
て、全てのＲＣＳパケットは、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）でＷｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモ
ンを介して送信されるので、余分なデータをＬＴＥプロセッサと交換することを回避する
。
【０２２０】
　モバイル装置でＲＣＳアプリケーションを可能にするため、及び上述の問題を解決する
ために、図５に示すように以下のアーキテクチャが用いられる。
【０２２１】
　モバイル端末５００のＬＴＥプロセッサ５６０は、レガシモデム制御及びユーザプレー
ンモジュール５７０、コマンドハンドラ５６５、ＩＳＩ（Internet　Service　Interface
）モジュール５８２、音声エンジンモジュール５８４、ＳＩＰ（Session　Initiation　P
rotocol）モジュール５８８、ＯＳＡＬ（Operating　System　Abstraction　Layer）モジ
ュール５８６、拡張ｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）５９５、ｖポートモデム装置（ＶＰ
ＭＤ）５９０、制御／状態モジュール（ＣＳＭ）５７５を有する。ＣＳＭ５７５は、無線
ポリシマネジャ（ＲＰＭ）５８０を含む。
【０２２２】
　モバイル端末５００のアプリケーションプロセッサ５１０は、ビデオエンジン５３０、
ビデオパケットリダイレクタ５４０、ＲＩＬ及びモデムドライバ５０５、Ｗｉ－Ｆｉ（登
録商標）デーモン５１５及びｖポートアプリケーションデバイス（ＶＰＡＤ）５２０を含
むビデオアプリケーション５２５を有する。モバイル端末５００は、モバイル端末４００
と異なり、モバイル端末５００は、拡張制御／状態インタフェース（ＣＳＩ）５３５、プ
ロトコルアクセラレータモジュール５４２、及びビデオ呼を含むＲＣＳアプリケーション
５２７、並びに拡張ＶＰＲモジュール５９５も含む。ｖポートモデムデバイス（ＶＰＭＤ
）５９０及びｖポートアプリケーションデバイス（ＶＰＡＤ）５２０は、プロセッサ間通
信（ＩＰＣ）メカニズム５５０として機能的に一緒に考えられても良い。
【０２２３】
　ＲＣＳ機能のサポートは、アーキテクチャを大幅に変更しないが、幾つかのソフトウェ
アモジュールが変更される。
【０２２４】
　・ＣＳＩモジュール５３５は、ＩＭ、コンテンツ共有、ファイル転送、等を提供するた
めに変更される。これらの新しい機能のためのメッセージは、ＣＳＭモジュール５７５に
渡される。データ経路は、変更されない。したがって、ＲＣＳアプリケーションは、ＬＴ
Ｅプロセッサ内の同じＶｏＩＰ及びＳＭＳｏＩＰソフトウェアモジュールを使い続ける。
【０２２５】
　・プロトコルアクセラレータモジュ―ル５４２。ＩＭ又はファイル転送のようなアプリ
ケーションのためのメモリ及びＣＰＵ問題を解決するために、特定のプロトコル機能は、
アプリケーションプロセッサにシフトされる必要がある。１つのアプローチは、ＭＳＲＰ
（Message　Session　Relay　Protocol）プロトコル（ＩＭメッセージング及びファイル
転送のために用いられるプロトコル）をアプリケーションプロセッサに移動させることで
ある。別のアプローチは、ＭＲＳＰに加えて、アプリケーションプロセッサ上に第２のＳ
ＩＰスタックを生成することである。この第２のアプローチは、ＬＴＥプロセッサにある
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メモリが許容するより多数のＳＩＰセッションを許容するという利点を有する。オフロー
ドに対応するために設計に追加される新しいモジュールは、図５に示すプロトコルアクセ
ラレータ５４２である。プロトコルアクセラレータモジュール５４２は、ＩＳＩパックプ
レーン５８２に付随し、ＣＳＭモジュール５７５には、ＩＭ、ファイル転送、等をサポー
トする別個のプロトコルエンジンのように見える。
【０２２６】
　・ＶＰＲ５９５。上述のように、ＶＰＲモジュール５９５は、音声、並びにビデオ及び
ＳＭＳプロトコルメッセージを、ＬＴＥプロセッサ５６０にあるＳＩＰエンジン５８８へ
転送する。ＶＰＲモジュール５９５は、ポリシ並びにアプリケーションプロセッサ及びＬ
ＴＥプロセッサにあるメモリの利用可能性に従って、ＳＩＰパケットをＬＴＥプロセッサ
にあるＳＩＰエンジン５８５又はアプリケーションプロセッサにあるプロトコルアクセラ
レータ５２０へ転送するように更新される。あるこのようなポリシは、全ての音声及びＳ
ＭＳ　ＳＩＰメッセージを、ＬＴＥプロセッサにあるＳＩＰエンジンへ転送し、全ての残
りのメッセージ（音声、ビデオ又はＳＭＳトランザクションに関係ないメッセージ）をプ
ロトコルアクセラレータモジュ―ル５４２へ転送することである。全てのＳＩＰメッセー
ジをＶＰＲモジュール５９５を通じて転送することにより、全てのＳＩＰメッセージは（
ＳＩＰエンジン５８８又はプロトコルアクセラレータ５２０を用いるかに拘わらず）、同
じ認可ＳＩＰコネクションを用いる。
【０２２７】
　（ＶＰＲの動作）
　モバイル端末がネットワークに基づくリアルタイム通信サービスを提供するために、モ
バイル端末５００にあるＳＩＰユーザエージェントは、ＩＭＳコアに登録しなければなら
ない。ＳＩＰモジュール５８８がネットワークへのコネクションを直接開く代わりに、Ｓ
ＩＰモジュール５８８は、ＶＰＲモジュール５９５にネットワークへのコネクションを開
くよう依頼することにより、コネクションを開く。ＳＩＰモジュール５８８は、このＶＰ
Ｒモジュール５９５コネクションを用いてＩＭＳコアに登録する。このＶＰＲモジュール
５９５コネクションがＩＭＳコアに登録されると、ＶＰＲモジュール５９５は、（プロト
コルアクセラレータ５４２内にあるような）システム内の他のＳＩＰモジュールがＩＭＳ
コアへのこのコネクションを使えるようにする。
【０２２８】
　複数のＳＩＰモジュールにメッセージをＩＭＳコアへ送信させることに加えて、ＶＰＲ
モジュール５９５は、ＩＭＳコアから適正なＳＩＰスタックへパケットを転送する必要が
ある。ＶＰＲモジュール５９５は、入来するパケットを調べることにより、これを行う。
ＶＰＲモジュール５９５は、入来するパケットを処理するために異なるポリシをサポート
するよう書かれ得る。図５に示したアーキテクチャのための標準的なポリシは、ＶＰＲモ
ジュール５９５に、音声及びビデオ呼セッションに関連するＳＩＰパケットをＳＩＰモジ
ュール５８８へ転送させ、全ての他のパケットをプロトコルアクセラレータモジュール５
４２へ転送させることである。
【０２２９】
　このポリシの使用は、入来するＩＭパケットがプロトコルアクセラレータモジュール５
４２へ転送され、その間、入来するビデオ呼がＳＩＰモジュール５８８へ転送されること
を意味する。
【０２３０】
　ＶＰＲモジュール５９５は、音声及びビデオ呼をサポートするためのメモリ及びＣＰＵ
リソースのみを有するＬＴＥプロセッサを備えたモバイル端末が、二重登録問題に出くわ
すことなく、（プロトコルアクセラレータ５４２内にあるような）第２のＳＩＰスタック
を用いて他のＲＣＳ機能をサポートすることを可能にする。
【０２３１】
　＜使用例：ＬＴＥを介したＩＭ＞
　ＲＣＳ　ＩＭ（インスタントメッセージング）は、メッセージを送信及び受信するため
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に、ＳＩＰ及びＭＳＲＰプロトコルの両方を必要とする。以下に、あるユーザから別のユ
ーザへＬＴＥを介してメッセージを送信するために必要な動作を示す。
【０２３２】
　１．モバイル端末５００は、（サービスプロバイダの）ＩＭＳコアにより認証され、Ｉ
Ｍメッセージを送信及び受信する準備が整う。この認証は、ＶＰＲモジュール５９５を介
してＳＩＰモジュール５８８により、ＬＴＥ無線ネットワーク上で実行される。
【０２３３】
　２．ユーザがメッセージを送信しようとすると、モバイル端末５００にあるＲＣＳアプ
リケーション５２７は、ＣＳＩモジュール５３５に接続処理を開始するよう命じる。
【０２３４】
　３．ＣＳＩモジュール５３５は、メッセージセッションへの招待を送信することにより
、遠隔パーティとのＳＩＰメッセージングセッションを開始するために、（ＶＰＡＤ５２
０／ＶＰＭＤ５９０の経路を介して）ＣＳＭモジュール５７５に連絡する。招待は、第１
のＩＭメッセージも含む。
【０２３５】
　４．ＣＳＭモジュール５７５は、ＲＰＭモジュール５８０を調べ、メッセージがＬＴＥ
を介して送信されるべきであることを知る。
【０２３６】
　５．ＳＩＰセッションはメッセージングのためなので、ＣＳＭモジュール５７５は、Ｌ
ＴＥを介して新しいＳＩＰセッションを開始するために、（ＶＰＭＤ５９０／ＶＰＡＤ５
２０の経路を介して）プロトコルアクセラレータモジュール５４２に連絡する。
【０２３７】
　６．プロトコルアクセラレータモジュール５４２は、ＳＩＰ招待メッセージを生成し、
ＶＰＡＤ５２０／ＶＰＭＤ５９０の経路を介して、ＶＰＲモジュール５９５へ送信する。
【０２３８】
　７．ＶＰＲモジュール５９５は、該ＳＩＰ招待メッセージをＬＴＥネットワークへ送信
する。ＶＰＲモジュール５９５を用いることにより、ＳＩＰメッセージは、上述のステッ
プ１でＳＩＰモジュール５８８により既に設定されている、ＩＭＳコアへの認可されたＳ
ＩＰコネクションを共有できる。
【０２３９】
　８．ＩＭＳコアは、招待に対する応答（この場合には承諾）を送信する。ＶＰＲモジュ
ール５９５は、これはステップ６で開始された同じメッセージセッションの一部であると
決定し、該応答を処理のためにプロトコルアクセラレータモジュール５４２まで渡す。
【０２４０】
　９．プロトコルアクセラレータモジュール５４２は、ＣＳＭモジュール５７５に、招待
が承諾されたことを知らせる。
【０２４１】
　１０.ＣＳＭモジュール５７５は、承諾通知をＣＳＩモジュール５３５に渡す。ＣＳＩ
モジュール５３５は、ＣＳＭモジュール５７５に肯定応答を送信するよう命じることによ
り応答する。
【０２４２】
　１１．ＣＳＭモジュール５７５は、承諾の受信に対して肯定応答するようプロトコルア
クセラレータモジュール５４２に命じる。
【０２４３】
　１２．プロトコルアクセラレータモジュール５４２は、肯定応答メッセージをＩＭＳコ
アへＶＰＲモジュール５９５を介して送信する。
【０２４４】
　１３．ＩＭセッションは動作中になる。ＣＳＩモジュール５３５は、肯定応答メッセー
ジにＩＭメッセージ（本体）を続ける。
【０２４５】
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　１４．この新しいメッセージは、ＣＳＭモジュール５７５に渡される。
【０２４６】
　１５．ＣＳＭモジュール５７５は、プロトコルアクセラレータモジュール５４２へＩＭ
メッセージを送信する。
【０２４７】
　１６．プロトコルアクセラレータモジュール５４２は、ＩＭメッセージを、（ＶＰＡＤ
／ＶＰＭＤ　ＩＰＣメカニズムを用いて）ＶＰＲモジュール５９５を介してＭＳＲＰを用
いてＬＴＥネットワークへ送信する。
【０２４８】
　１７．ＩＭＳコアは、ＩＭメッセージを受信すると、それを遠隔ユーザへ送信する。
【０２４９】
　＜使用例：ビデオコンテンツ共有＞
　ビデオコンテンツ共有は、音声ストリームを有しない上述のＬＴＥを介したビデオ呼の
使用例と正確に同じ動作を必要とする。
【０２５０】
　＜使用例：ファイル転送＞
　ファイル及び画像転送は、上述のＬＴＥを介したＩＭの使用例と非常に似ている。主な
相違点は、ＭＳＲＰが単一のファイル転送を複数のＭＳＲＰメッセージに分割することで
ある。
【０２５１】
　＜Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）オフロードのための最適化＞
　上述の図５のプロトコルアクセラレータモジュール５４２に加えて、音声、ＳＭＳ、ビ
デオ及びＲＣＳ機能のためのＷｉ－Ｆｉ（登録商標）オフロードは、図６に示すプロトコ
ルリダイレクタソフトウェアブロックを追加することにより更に最適化できる。
【０２５２】
　モバイル端末６００のＬＴＥプロセッサ６６０は、レガシモデム制御及びユーザプレー
ンモジュール６７０、コマンドハンドラ６６５、ＩＳＩ（Internet　Service　Interface
）モジュール６８２、音声エンジンモジュール６８４、ＳＩＰ（Session　Initiation　P
rotocol）モジュール６８８、ＯＳＡＬ（Operating　System　Abstraction　Layer）モジ
ュール６８６、拡張ｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）６９５、ｖポートモデム装置（ＶＰ
ＭＤ）６９０、制御／状態モジュール（ＣＳＭ）６７５を有する。ＣＳＭ６７５は、無線
ポリシマネジャ（ＲＰＭ）６８０を含む。
【０２５３】
　モバイル端末６００のアプリケーションプロセッサ６１０は、ビデオエンジン６３０、
ビデオ呼を含むＲＣＳアプリケーション６２７、ビデオパケットリダイレクタ６４０、Ｒ
ＩＬ及びモデムドライバ６０５、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン６１５及びｖポートア
プリケーションデバイス（ＶＰＡＤ）６２０、拡張制御／状態インタフェース（ＣＳＩ）
６３５及びプロトコルアクセラレータモジュール６４２を有する。モバイル端末６００は
、モバイル端末５００と異なり、モバイル端末６００はプロトコルリダイレクタモジュー
ル６４５も有する。ｖポートモデムデバイス（ＶＰＭＤ）６９０及びｖポートアプリケー
ションデバイス（ＶＰＡＤ）６２０は、プロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズム６５０と
して機能的に一緒に考えられても良い。
【０２５４】
　・プロトコルリダイレクタモジュール６４５。音声若しくはビデオ呼又はＲＣＳ機能が
Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）を介して設定されるとき、全てのＳＩＰトラフィックは、アプリ
ケーションプロセッサ６１０にあるプロトコルアクセラレータモジュール６４２により管
理されるプロトコルリダイレクタモジュール６４５によりリダイレクトされ得る。
【０２５５】
　以下のモジュールは変更される。
【０２５６】
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　・Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン６１５。全てのＳＩＰトラフィックは、プロトコル
リダイレクタモジュール６４５を通じてプロトコルアクセラレータモジュール６４２へ転
送される。ＩＭＳコアに接続される１つのアクティブなＳＩＰスタックしか存在しないの
で、二重登録問題は排除される。
【０２５７】
　・ＶＰＲモジュール６９５。全てのＷｉ－Ｆｉ（登録商標）ＳＩＰセッションはプロト
コルアクセラレータモジュール６４２により管理されるので、このモジュールは、もはや
ＳＩＰトラフィックをＷｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンへ転送する必要がない。しかしな
がら、ＶＰＲモジュール６９５は、依然として（音声エンジン６８４により処理された）
音声トラフィックをＷｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンへ転送する必要がある。
【０２５８】
　図６は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンへプロトコルトラフィックをリダイレクトで
きる完全なシステムを示す。音声呼は、通常の方法で（ＡＴコマンド又はＣＳＩ６３５コ
マンドを介して）開始される。呼は、ＬＴＥプロセッサ６６０内のＳＩＰスタックの代わ
りに、プロトコルアクセラレータモジュール６４２内のＳＩＰスタックを用いて確立され
る。しかしながら、音声ＲＴＰトラフィックは、依然として、音声エンジン６８４を用い
て、ＬＴＥプロセッサ内で生成され終端される。音声のためのＲＴＰパケットは、ＶＰＲ
モジュール６９５を介して、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）インタフェースへリダイレクトされ
る。Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）を介したビデオ呼では、ビデオパケットは、ビデオパケット
リダイレクタモジュール６４０を介してＷｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンへリダイレクト
される。
【０２５９】
　＜使用例：プロトコルアクセラレータによるＷｉ－Ｆｉ（登録商標）上のＩＭ＞
　以下に、あるユーザから別のユーザへＷｉ－Ｆｉ（登録商標）を介してメッセージを送
信するために必要な動作を示す。
【０２６０】
　１．モバイル端末６００は、ＩＭＳコアにより認証された後、ＩＭメッセージを送信及
び受信する準備が整う。
【０２６１】
　２．ユーザがメッセージを送信しようとすると、ＲＣＳアプリケーション６２７は、Ｃ
ＳＩモジュール６３５に接続処理を開始するよう命じる。
【０２６２】
　３．ＣＳＩモジュール６３５は、メッセージセッションへの招待を送信することにより
、遠隔パーティとのＳＩＰメッセージングセッションを開始するために、（ＶＰＡＤ６２
０／ＶＰＭＤ６９０の経路を介して）ＣＳＭモジュール６７５に連絡する。招待には、第
１のＩＭメッセージが含まれる。
【０２６３】
　４．ＣＳＭモジュール６７５は、ＲＰＭモジュール６８０を調べ、メッセージがＷｉ－
Ｆｉ（登録商標）を介して送信されるべきであることを知る。
【０２６４】
　５．ＳＩＰセッションはメッセージングのためなので、ＣＳＭモジュール６７５は、Ｗ
ｉ－Ｆｉ（登録商標）を介して新しいセッションを開始するために、（ＶＰＭＤ６９０／
ＶＰＡＤ６２０の経路を介して）プロトコルアクセラレータモジュール６４２に連絡する
。
【０２６５】
　６．プロトコルアクセラレータモジュール６４２は、ＳＩＰ招待メッセージを生成し、
プロトコルリダイレクタモジュール６４５へ送信する。
【０２６６】
　７.プロトコルリダイレクタモジュール６４５は、ＳＩＰメッセージをＷｉ－Ｆｉ（登
録商標）デーモン６１５へ送信する。Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン６１５をプロトコ
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ルリダイレクタモジュール６４５と共に用いることにより、ＳＩＰメッセージは、ＩＭＳ
コアへの認可されたＳＩＰコネクションを共有できる。
【０２６７】
　８．ＩＭＳコアは、招待に対する応答（この場合には承諾）を送信する。Ｗｉ－Ｆｉ（
登録商標）デーモン６１５は、これはステップ６で開始された同じメッセージセッション
の一部であると決定し、該応答を処理のためにプロトコルリダイレクタモジュール６４５
まで渡す。
【０２６８】
　９．プロトコルリダイレクタモジュール６４５は、処理のためにプロトコルアクセラレ
ータモジュール６４２にメッセージを渡す。
【０２６９】
　１０．プロトコルアクセラレータモジュール６４２は、ＣＳＭモジュール６７５に、招
待が承諾されたことを知らせる。
【０２７０】
　１１．ＣＳＭモジュール６７５は、ＣＳＩモジュール６３５にこれを渡す。
【０２７１】
　１２．プロトコルアクセラレータモジュール６４２は、肯定応答メッセージをＩＭＳコ
アへプロトコルリダイレクタモジュール６４５を介して送信する。プロトコルリダイレク
タモジュール６４５は、ネットワークへの送信のために、ＩＭメッセージをＷｉ－Ｆｉ（
登録商標）デーモン６１５へ送信する。
【０２７２】
　１３．ＩＭセッションは動作中になる。ＣＳＩモジュール５３５は、肯定応答メッセー
ジにＩＭメッセージ（本体）を続ける。
【０２７３】
　１４.ＩＭメッセージは、ＣＳＭモジュール６７５に渡される。
【０２７４】
　１５．ＣＳＭモジュール６７５は、プロトコルアクセラレータモジュール６４２へＩＭ
メッセージを送信する。
【０２７５】
　１６．プロトコルアクセラレータモジュール６４２は、ＭＳＲＰを用いてＩＭメッセー
ジを送信する。
【０２７６】
　１７．ＭＲＳＰメッセージは、（プロトコルリダイレクタモジュール６４５を通じてア
クセスされる）Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモン６１５を通じてネットワークへ送信され
る。
【０２７７】
　１８．ＩＭＳコアは、メッセージを受信すると、それを遠隔ユーザに渡す。
【０２７８】
　当業者は、上述のＷｉ－Ｆｉ（登録商標）を用いてＩＭメッセージの最適化及び追加に
ついての記載が、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）デーモンを他の形式の代替ネットワークインタ
フェースデーモンにより置換することにより、及び任意の必要なハードウェア変更を含め
ることにより、別の形式の代替ネットワークインタフェースを用いたＩＭメッセージの最
適化及び追加に容易に変更できることを直ちに理解する。
【０２７９】
　＜まとめ＞
　本願明細書は、ビデオ、ＲＣＳサポート、及びＷｉ－Ｆｉ（登録商標）オフロードをモ
バイル端末に追加する完全なソフトウェアシステムを記載した。各実施形態は、図に示し
た物理的及び機能的構成要素に構築される。それらは、ＶｏＬＴＥをＬＴＥプロセッサに
追加することで開始する。最後の章（図６）は、音声及びビデオ呼、ＩＰ上のＳＭＳ（Ｓ
ＭＳｏＩＰ）、ＲＣＳ機能（特に、ＩＭ、ファイル転送及びコンテンツ共有、等）、及び
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Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）オフロードを含むフル機能のシステムを記載した。モジュラアプ
ローチなので、同じ設計及びソフトウェアブロックを用いて、このフル機能のシステムの
サブセットを提供することが比較的容易である。また、これらのサブセット及び／又は組
合せは、本発明の一部であると考えられる。例えば、図２は、単にＶｏＬＴＥ、ＳＭＳｏ
ＩＰ及びＳＲＶＣＣのための基本製品であるが、図３はＷｉ－Ｆｉ（登録商標）オフロー
ドを追加しており、図４は音声呼を追加している、等である。
【０２８０】
　当業者は、本発明の教示を守りつつ、装置及び方法の多くの変更及び代替に直ちに気付
くだろう。したがって、上述の開示は、添付の請求の範囲の境界によってのみ限定される
と考えられるべきである。
【０２８１】
　［関連出願の参照］
　本願は、米国仮特許出願番号６１／６４５,６３５、出願日２０１２年５月１１日の利
益を主張する。該米国仮特許出願は参照されることにより本願明細書に組み込まれる。
【符号の説明】
【０２８２】
　２０５　ＲＩＬ及びモデムドライバ
　２６０　ＬＴＥプロセッサ
　２６５　コマンドハンドラ
　２７０　レガシモデム制御及びユーザプレーン
　２７５　ＣＳＭ制御／状態モジュール
　２８２　ＩＳＩモジュール（プロトコルバックプレーン）
　２８４　音声エンジン
　３０５　ＲＩＬ及びモデムドライバ
　３１０　アプリケーションプロセッサ
　３１５　代替ネットワークインタフェースデーモン
　３２０　ｖポートアプリケーションデバイス（ＶＰＡＤ）
　３５０　プロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズム
　３６０　ＬＴＥプロセッサ
　３６５　コマンドハンドラ
　３７０　レガシモデム制御及びユーザプレーン
　３７５　ＣＳＭ制御／状態モジュール
　３８２　ＩＳＩモジュール（プロトコルバックプレーン）
　３８４　音声エンジン
　３８６　ＯＳアダプションレイヤ（ＯＳＡＬ）
　３９０　ｖポートモデムデバイス（ＶＰＭＤ）
　３９５　ｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）
　４０５　ＲＩＬ及びモデムドライバ
　４１０　アプリケーションプロセッサ
　４１５　代替ネットワークインタフェースデーモン
　４２０　ｖポートアプリケーションデバイス（ＶＰＡＤ）
　４２５　ビデオアプリケーション
　４３０　ビデオエンジン
　４３５　制御／状態インタフェース（ＣＳＩ）
　４４０　ビデオパケットリダイレクタ
　４５０　プロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズム
　４６０　ＬＴＥプロセッサ
　４６５　コマンドハンドラ
　４７０　レガシモデム制御及びユーザプレーン
　４７５　ＣＳＭ制御／状態モジュール
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　４８２　ＩＳＩモジュール（プロトコルバックプレーン）
　４８４　音声エンジン
　４８６　ＯＳアダプションレイヤ（ＯＳＡＬ）
　４９０　ｖポートモデムデバイス（ＶＰＭＤ）
　４９５　ｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）
　５０５　ＲＩＬ及びモデムドライバ
　５１０　アプリケーションプロセッサ
　５１５　代替ネットワークインタフェースデーモン
　５２０　ｖポートアプリケーションデバイス（ＶＰＡＤ）
　５２７　ビデオ呼を含むＲＣＳアプリケーション
　５３０　ビデオエンジン
　５３５　制御／状態インタフェース（ＣＳＩ）
　５４０　ビデオパケットリダイレクタ
　５４２　プロトコルアクセラレータ
　５５０　プロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズム
　５６０　ＬＴＥプロセッサ
　５６５　コマンドハンドラ
　５７０　レガシモデム制御及びユーザプレーン
　５７５　ＣＳＭ制御／状態モジュール
　５８２　ＩＳＩモジュール（プロトコルバックプレーン）
　５８４　音声エンジン
　５８６　ＯＳアダプションレイヤ（ＯＳＡＬ）
　５９０　ｖポートモデムデバイス（ＶＰＭＤ）
　５９５　ｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）
　６０５　ＲＩＬ及びモデムドライバ
　６１０　アプリケーションプロセッサ
　６１５　代替ネットワークインタフェースデーモン
　６２０　ｖポートアプリケーションデバイス（ＶＰＡＤ）
　６２７　ビデオ呼を含むＲＣＳアプリケーション
　６３０　ビデオエンジン
　６３５　制御／状態インタフェース（ＣＳＩ）
　６４０　ビデオパケットリダイレクタ
　６４２　プロトコルアクセラレータ
　６４５プロトコルリダイレクタ
　６５０　プロセッサ間通信（ＩＰＣ）メカニズム
　６６０　ＬＴＥプロセッサ
　６６５　コマンドハンドラ
　６７０　レガシモデム制御及びユーザプレーン
　６７５　ＣＳＭ制御／状態モジュール
　６８２　ＩＳＩモジュール（プロトコルバックプレーン）
　６８４　音声エンジン
　６８６　ＯＳアダプションレイヤ（ＯＳＡＬ）
　６９０　ｖポートモデムデバイス（ＶＰＭＤ）
　６９５　ｖポートリダイレクタ（ＶＰＲ）
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